
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
創
設
者
ハ
サ
ン
O

バ
ン
ナ
ー
の
「
行
動
の
思
想
」
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横

田

貴

之

門
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
創
設
者
・
初
代
最
高
指
導
者
で
あ
る
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
ー
の
論
考
集
の
分
析
を
通
じ
て
、
彼
が
同
胞
団
メ
ン

バ
ー
の
個
人
的
な
信
伽
心
を
い
か
に
し
て
組
織
活
動
へ
転
化
し
た
の
か
を
論
究
し
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
バ
ン
ナ
ー
が
当
時
の
社
会
状
況

に
応
じ
た
「
行
動
の
思
想
」
を
新
た
に
構
築
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
バ
ン
ナ
ー
の
思
想
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
基
づ
く
改
革
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
個
人
の
信
仰
が
基
礎
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
を
行
動
と
し
て
実
践
す

る
必
要
性
が
主
張
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
個
人
か
ら
始
ま
り
、
家
族
、
社
会
、
政
府
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
へ
漸
進
的
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
行
動
を
実
践
に
移
す
た
め
の
場
と
し
て
、
同
胞
団
が
人
々
に
提
示
さ
れ
た
。
バ
ン
ナ
ー
の
思
想
的
特
徴
は
、
段
階
主
義
、
行
動
主
義
、
包
括
主
義
で

あ
り
、
そ
れ
は
信
仰
心
を
行
動
へ
方
向
付
け
る
思
想
、
行
動
を
実
践
さ
せ
る
た
め
の
思
想
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
史
林
九
八
巻
　
号
　
二
〇
一
五
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
の
際
的
は
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
（
討
目
、
剛
饗
串
琴
轟
昌
寧
ζ
邑
身
冒
以
下
、
「
同
胞
団
」
と
略
す
る
）
の
創
設
者
で
あ
る
ハ
サ
ン
・
バ
ン

ナ
ー
（
仁
霧
雪
寧
u
d
き
鼠
　
一
九
〇
六
～
四
九
年
）
の
思
想
分
析
を
通
じ
て
、
彼
が
同
胞
団
メ
ン
バ
ー
の
「
信
仰
心
（
ゴ
習
）
」
を
い
か
に
し
て
組
織

の
た
め
の
行
動
へ
転
化
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
論
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
祈
り
を
含
む
ム
ス
リ
ム
の
心
中
に
お
け

る
信
仰
の
確
証
を
信
仰
心
と
し
て
位
置
付
け
、
バ
ン
ナ
i
思
想
に
お
け
る
個
人
的
な
信
仰
心
と
組
織
活
動
と
の
結
び
つ
き
を
検
討
し
た
い
。

同
胞
団
は
、
エ
ジ
プ
ト
最
大
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
と
し
て
知
ら
れ
る
。
一
九
二
八
年
、
バ
ン
ナ
ー
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
く
社
会
改
革
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と
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
樹
立
を
目
的
と
し
て
同
胞
団
を
設
立
し
、
初
代
最
高
指
導
者
（
O
一
二
コ
P
鶴
『
0
リ
ゴ
一
α
　
m
一
一
“
餅
ヨ
目
P
）
と
し
て
活
動
し
た
。
二
〇
世
紀

前
半
、
同
胞
団
は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
。
一
九
四
〇
年
代
宋
に
は
、
当
時
人
口
半
月
〇
〇
〇
万
人
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
約
五
〇
万
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

メ
ン
バ
ー
と
同
数
の
支
持
者
、
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
の
支
部
を
擁
す
る
同
国
最
大
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ナ

セ
ル
（
愛
日
芭
．
〉
σ
α
平
2
倒
貫
在
任
～
九
五
六
～
七
〇
年
）
大
統
領
に
よ
っ
て
、
同
胞
団
は
一
九
五
四
年
に
非
合
法
化
さ
れ
、
苛
烈
な
弾
圧
を
受

け
た
。
続
く
サ
ー
ダ
ー
ト
（
ζ
魯
§
霞
践
〉
呈
鴛
⇔
〒
ω
劉
倒
一
在
任
一
九
七
〇
～
一
九
八
…
年
）
お
よ
び
ム
バ
ー
ラ
ク
（
ζ
呂
§
§
ロ
讐
。
・
粘
毛
信
翁
『
鋳

在
任
一
九
八
…
～
二
〇
一
一
年
）
政
権
下
で
は
、
非
合
法
組
織
で
は
あ
っ
た
が
活
動
を
黙
認
さ
れ
た
同
胞
団
は
、
社
会
活
動
を
通
じ
て
強
固
な
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

持
基
盤
を
再
構
築
し
、
大
き
な
動
員
力
を
誇
る
実
質
的
な
最
大
野
党
と
な
っ
た
。
二
〇
＝
年
の
「
一
月
二
五
B
革
命
」
に
よ
る
ム
バ
ー
ラ
ク

政
権
の
崩
壊
以
降
、
同
胞
団
は
こ
の
支
持
基
盤
を
活
用
し
、
国
政
選
挙
を
通
じ
て
政
治
的
台
頭
を
遂
げ
た
。
二
〇
＝
～
＝
一
年
の
人
民
議

会
・
シ
ュ
ー
ラ
ー
（
諮
問
）
評
議
会
選
挙
で
同
胞
団
の
傘
下
政
党
で
あ
る
「
自
由
公
正
党
」
は
両
院
の
第
｝
党
と
な
り
、
ま
た
二
〇
一
二
年
の

大
統
領
選
挙
で
は
同
胞
団
出
身
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ム
ル
ス
ィ
i
（
ζ
昌
§
三
巴
竃
質
臨
在
任
二
〇
＝
了
一
三
年
）
が
勝
利
し
た
。
二
〇
＝
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

七
月
の
「
事
実
上
の
ク
ー
デ
タ
」
と
も
呼
ば
れ
る
エ
ジ
プ
ト
の
「
六
月
三
〇
日
革
命
」
に
よ
っ
て
ム
ル
ス
ィ
i
大
統
領
は
失
脚
し
、
同
胞
団
は

再
び
非
合
法
化
さ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
隅
国
で
最
重
要
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
同
胞
団
の
活
動
は
エ
ジ
プ
ト
一
国
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
。
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
シ
リ
ア
な
ど
ア
ラ
ブ

諸
国
で
同
胞
団
・
同
胞
団
系
組
織
が
結
成
さ
れ
、
現
在
も
多
く
が
主
要
な
政
治
的
・
社
会
的
結
社
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

的
な
影
響
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
を
越
え
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
全
体
に
も
及
ん
で
い
る
。
同
胞
団
は
エ
ジ
プ
ト
の
み
な
ら
ず
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お

け
る
最
重
要
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
の
～
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
バ
ン
ナ
ー
は
、
同
胞
団
の
創
設
者
・
初
代
最
高
指
導
者
と
し
て
、
そ
の
死
去
ま
で
活
動
を
続
け
た
。
彼
の
思
想
は
当
時
の
同
胞
団
の
活
動
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

針
と
な
り
、
組
織
の
急
速
な
発
展
を
理
論
面
で
支
え
た
。
バ
ン
ナ
！
の
思
想
的
重
要
性
は
、
知
的
エ
リ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
マ
ナ
ー
ル
派
の
イ

ス
ラ
ー
ム
復
興
思
想
を
基
礎
に
、
民
衆
に
立
脚
し
た
運
動
組
織
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
を
実
践
す
る
た
め
の
思
想
を
構
築
し
た
点
に
あ
る
と
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指
摘
さ
れ
て
い
舳
・
バ
ン
ナ
ー
は
・
そ
れ
ま
で
の
知
堕
リ
ー
ト
を
忠
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
思
想
か
ら
・
一
般
の
メ
ン
バ
ー
が
忠

と
な
っ
て
実
践
す
る
イ
ス
ラ
イ
ム
復
興
の
思
想
を
構
築
し
、
同
胞
団
を
大
き
な
動
員
力
を
有
す
る
組
織
と
し
て
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、
ジ
ハ
ー
ド
（
喜
倒
α
）
を
鍵
概
念
と
し
て
バ
ン
ナ
ー
の
思
想
分
析
を
行
い
、
バ
ン
ナ
ー
の
ジ
ハ
ー
ド
論
で
は
、
戦
闘
行

為
の
み
が
ジ
ハ
ー
ド
で
は
な
く
、
社
会
改
革
を
通
じ
て
祖
国
解
放
に
貢
献
す
る
同
胞
団
の
諸
活
動
も
ジ
ハ
ー
ド
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
「
戦
闘
と
し
て
の
ジ
ハ
ー
ド
」
と
「
社
会
運
動
と
し
て
の
ジ
ハ
ー
ド
」
の
二
つ
の
区
分
に
よ
る
議
論
に
よ
り
、
嗣
営
団
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

諸
活
動
へ
の
メ
ン
バ
ー
の
動
員
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
議
論
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
、
信
仰
心
を
鍵
概
念
と
し
て
、

バ
ン
ナ
1
思
想
に
お
い
て
メ
ン
バ
ー
個
人
の
信
仰
心
が
い
か
に
同
胞
団
と
関
連
付
け
ら
れ
、
そ
し
て
組
織
活
動
へ
転
化
さ
れ
た
の
か
を
論
究
す

る
。　

バ
ン
ナ
ー
は
そ
の
思
想
的
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
、
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
の
政
治
思
想
お
よ
び
運
動
に
お
い
て
重
要
な
一
人
と
し
て
認
め
ら
れ

　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
同
胞
団
で
も
、
バ
ン
ナ
i
思
想
は
基
本
的
指
針
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
同
胞
団
を
理
解
す
る
上
で
、
今
な
お
バ

ン
ナ
ー
思
想
の
理
解
は
不
可
欠
の
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
し
か
し
、
研
究
史
的
に
見
る
と
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ン
ナ
ー
に
関
す
る
研
究
は
少
数
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
問
題
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
か
つ
て
指
摘
し
た
が
、
現
在
も
そ
の
状
況
に
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
確
か
に
、
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
前
後
か
ら
、
同
胞
団
・
岡
胞
団
系
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
政
治
的
台
頭
に
伴
い
、
同
胞
団
を
対
象
と
す
る
研
究
が
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
近
年
の
岡
胞
団
の
政
治
活
動
に
関

す
る
研
究
が
中
心
で
、
二
〇
世
紀
の
同
胞
団
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
同
胞
団
理
解
に
不
可
欠
な
バ
ン
ナ
ー
思
想
の
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
し
て
は
、
過
去
一
〇
年
間
で
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。

　
バ
ン
ナ
ー
に
対
す
る
考
察
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
同
胞
団
を
対
象
と
す
る
数
少
な
い
研
究
の
中
で
主
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
欧
米
で
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

九
六
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
R
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
『
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
輪
、
一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
B
・
リ
ア
の
『
ム
ス
リ
ム
同
胞
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

イ
ス
ラ
ー
ム
大
衆
運
動
の
勃
興
　
一
九
二
八
～
四
二
年
』
が
、
依
然
と
し
て
二
〇
世
紀
前
半
の
岡
胞
団
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
で
あ
る
。
こ
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れ
ら
の
先
行
研
究
の
多
く
は
歴
史
的
記
述
が
中
心
で
あ
り
、
詳
細
な
思
想
分
析
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
バ
ン
ナ
ー
思
想
は
同
胞
団
の
基
礎
的
な

思
想
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
｝
層
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
上
の
空
白
を

埋
め
る
た
め
に
、
彼
の
思
想
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
本
稿
で
は
、
主
な
資
料
と
し
て
、
バ
ン
ナ
ー
の
論
考
約
二
〇
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
i
論
考
集
』
を
使
用
す
る
。
同
書

は
、
バ
ン
ナ
！
が
主
に
同
胞
団
員
に
向
け
て
存
命
中
に
著
し
た
演
説
原
稿
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
彼
の
死
後
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿

は
こ
の
著
作
に
基
づ
き
、
バ
ン
ナ
ー
が
メ
ン
バ
ー
の
信
仰
心
を
い
か
に
し
て
同
胞
団
の
た
め
の
行
動
に
結
び
つ
け
た
の
か
を
論
究
す
る
。
本
稿

で
は
、
ま
ず
バ
ン
ナ
ー
と
初
期
同
胞
団
の
活
動
を
概
観
し
た
上
で
、
バ
ン
ナ
ー
の
思
想
的
背
景
を
検
討
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
バ
ン
ナ
！

思
想
の
特
徴
を
考
察
し
、
メ
ン
バ
ー
の
信
仰
心
が
い
か
に
実
践
的
な
行
動
に
転
化
さ
れ
た
の
か
を
論
じ
る
。

①
象
。
冨
己
嵩
置
↓
。
冨
戸
§
鴨
吻
＆
ミ
ミ
、
、
罵
寒
忌
ミ
b
。
・
ミ
§
夢
ぎ
鼠
8
”

　
○
×
8
乙
d
駄
く
g
。
。
ξ
穿
。
。
・
9
一
ゆ
ひ
P
や
ω
P
。
。
．

②
ム
バ
…
ラ
ク
政
権
崩
壊
の
発
端
と
な
っ
た
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
一
月
二
五
日

　
に
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
…
般
的
に
＝
月
二
五
日
革
命
偏
と
呼

　
ば
れ
る
。
な
お
、
我
が
国
で
は
、
「
エ
ジ
プ
ト
革
命
」
の
呼
称
が
一
般
的
で
あ
る
。

③
こ
の
出
来
事
を
「
ク
ー
デ
タ
」
と
呼
ぶ
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
エ
ジ
プ
ト
国
内

　
で
は
見
解
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
世
俗
主
義
者
・
軍
支
持
者
な
ど
は
、
ム
バ
ー
ラ

　
ク
政
権
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
二
〇
一
一
年
の
「
一
月
二
五
日
革
命
」
に
続
く
「
第

　
二
の
革
命
偏
と
こ
れ
を
位
置
付
け
、
ム
ル
ス
ィ
ー
政
権
崩
壊
の
契
機
と
な
っ
た
大

　
規
模
デ
モ
の
実
施
日
に
ち
な
み
「
六
月
三
〇
日
革
命
扁
と
呼
ぶ
。
他
方
、
同
胞
団

　
支
持
者
ら
は
門
ク
ー
デ
タ
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い
る
。

④
た
と
え
ば
、
同
胞
団
系
組
織
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ハ
マ
ー
ス
や
ヨ
ル
ダ
ン
の

　
イ
ス
ラ
ー
ム
行
動
戦
線
党
は
、
政
権
与
党
と
な
っ
た
経
験
を
持
つ
。
シ
リ
ア
同
胞

　
団
は
、
ア
サ
ド
政
権
に
対
す
る
反
体
制
派
の
膚
力
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
バ
ン
ナ
ー
の
著
作
の
翻
訳
版
が
多
数
発
行
さ
れ
て
お

　
り
、
同
胞
団
の
思
想
的
影
響
を
受
け
た
福
祉
正
義
党
（
℃
内
o
o
）
が
有
力
政
党
の
一

　
つ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

⑤
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
（
鼠
呂
鎖
ヨ
流
雛
寄
魯
崔
家
＆
　
八
六
五
～
一
九
三
五

　
年
）
が
主
筆
を
務
め
た
噌
マ
ナ
ー
ル
（
卑
ア
と
き
理
V
㎞
誌
に
集
っ
た
人
々
を
中
心

　
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
主
要
な
潮
流
。
詳
し
く
は
、
小
杉
泰
噌
現
代
イ
ス

　
ラ
ー
ム
世
界
論
』
名
古
屋
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
二
一
－
二
四
一
頁
。

⑥
小
杉
泰
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
運
動
と
展
開
を
め
ぐ
っ
て
」
小
杉
泰
編
『
ム
ス

　
リ
ム
同
胞
団
一
研
究
と
課
題
の
農
望
㎏
国
際
大
学
国
際
関
係
学
研
究
科
、
一
九

　
八
九
年
、
五
七
頁
。

⑦
横
田
貴
之
門
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
ー
の
ジ
ハ
…
ド
論
と
大
衆
的
イ
ス
ラ
ー
ム
運

　
動
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
㎞
第
四
六
巻
第
一
号
、
二
〇
Q
三
年
、
八
三
－
～
〇
二
頁
一

　
横
田
貴
之
『
現
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
大
衆
運
動
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

　
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
六
一
－
八
二
頁
。

⑧
～
例
を
挙
げ
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
思
想
に
大
き
な
軌
跡
を
残
し
た
思
想
や

　
活
動
を
分
析
す
る
研
究
書
に
お
い
て
、
バ
ン
ナ
ー
は
、
ア
フ
ガ
ー
二
一
（
討
ヨ
包
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口
証
占
）
冒
簿
7
＞
三
蓋
蔦
　
～
八
＝
一
八
／
九
～
九
七
年
）
、
ア
ブ
ド
ゥ
（
ζ
昌
餌
葺
ヨ
毬

　
．
〉
竃
魯
　
一
八
四
九
～
一
九
〇
五
年
）
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
の
先
駆
者
や
、

　
バ
ン
ナ
ー
後
の
同
胞
団
で
活
躍
し
た
ク
ト
ゥ
ブ
（
留
尊
高
ρ
属
σ
　
一
九
〇
六
～

　
六
六
年
）
な
ど
と
並
ん
で
、
九
人
の
中
の
一
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
〉
蒲
田
呂
師
①
観
世
践
・
Ψ
ミ
§
侮
鳴
鳶
ミ
穿
、
ミ
ミ
ら
肉
ミ
貯
ミ
リ
ピ
。
昌
匹
。
瓢
知
三
〇
≦
器
「
ω
超
…

　
N
O
瓢
ゆ
O
O
訴
・
6
嵩
み

⑨
例
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
同
胞
団
副
最
高
指
導
者
ジ
ュ
ム
ア
・
ア
ミ
ー
ン
・
ア
ブ
ド

　
ゥ
ル
ア
ズ
イ
ー
ズ
Q
＝
鴛
ガ
＞
8
貯
、
＞
9
悶
隔
－
．
＞
N
胃
）
は
、
筆
者
と
の
イ
ン
タ
ビ

　
ュ
ー
で
、
「
創
設
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
バ
ン
ナ
…
思
想
は
同
胞
団
の
あ
ら
ゆ

　
る
活
動
の
基
礎
を
な
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
の
必
読
書
で
あ
る
」
と
述

　
べ
た
（
二
〇
一
四
年
八
月
一
四
日
、
ロ
ン
ド
ン
寮
内
の
「
国
際
メ
デ
イ
ア
サ
ー
ビ

　
ス
（
剛
「
嵩
O
ゴ
ロ
鋤
阿
一
〇
口
β
⊃
一
　
竃
③
α
【
缶
　
Q
り
O
『
く
一
〇
〇
〇
り
）
」
に
お
い
て
）
。
ま
た
、
同
胞
団
の
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
バ
ン
ナ
ー
に
関
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
が
必
ず
設
け
ら
れ
て
お

　
り
、
幹
部
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
バ
ン
ナ
ー
に
関
す
る
寄
稿
・
解
説
が
盛
ん
で
あ
る
。

　
詳
し
く
は
、
次
の
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
オ
ン
ラ
イ
ン
（
閉
言
口
¢
コ
憲
葦
）
」
を

　
参
照
。
げ
暑
ミ
毛
≦
を
』
喜
≦
碧
。
漆
器
“
。
o
ミ

⑩
横
田
『
現
代
エ
ジ
プ
ト
』
、
六
－
九
頁
。

⑪
そ
の
一
部
と
し
て
、
例
え
ば
、
ゆ
母
曼
即
爲
三
田
①
弁
『
ぎ
き
馬
動
、
転
ミ

　
切
ミ
ミ
ミ
ぎ
。
さ
黒
罷
9
0
§
負
、
N
爵
ミ
㍉
§
§
ミ
、
ミ
馬
q
題
曼
自
Q
、
＆
ミ
喬
、
島
ミ
～
蔑

　
さ
罵
ミ
§
♪
窺
③
毛
団
。
鱒
嚇
勺
巳
㈹
鳶
〈
o
窯
蓉
導
慈
碧
堕
P
爵
O
噛
〉
】
鍔
O
瓢
℃
隠
お
無
駿
ψ
ミ
ミ

　
ミ
竃
、
馬
ミ
馳
、
ミ
、
罷
、
ぎ
。
鉢
ミ
顎
口
肉
ミ
§
ミ
ご
爲
翫
ミ
。
嵩
’
ド
O
＝
α
o
コ
知
Q
q
巴
巨
℃
9
巳
”

　
ω
魔
・
曾
u
d
8
貫
8
δ
旧
竃
蝕
N
↓
餌
臼
β
ミ
嘆
き
乾
帖
ミ
奪
ミ
、
回
ミ
ぎ
ミ
営

　
6
0
ミ
§
覧
。
強
弓
譜
毫
、
％
O
ミ
、
ミ
q
ミ
塗
肉
偽
翫
蟷
、
吋
ミ
ミ
6
ミ
ミ
、
罵
儀
ざ
い
。
瓢
匹
。
欝
卸

　
Z
o
毛
皮
。
鱒
…
カ
。
仁
二
9
σ
q
ρ
P
O
お
…
O
鶴
ρ
噌
二
〇
閃
。
ω
o
諭
オ
《
≦
8
夢
螢
重
層
類
N
馬
ミ
器
、
§

　
切
、
ミ
ぎ
さ
o
o
並
肉
ξ
、
ミ
ご
嵩
ミ
自
下
穿
、
ミ
ミ
笥
ミ
ミ
§
罵
、
回
戯
零
貯
8
δ
p
昏
○
×
8
a
”

　
津
貯
8
δ
鵠
d
巳
く
。
『
ω
圃
蔓
℃
『
o
。
。
。
。
》
N
O
嵩
。

⑫
過
去
約
一
〇
年
間
、
我
が
国
で
は
一
定
の
研
究
成
果
の
蓄
積
が
見
ら
れ
る
。
そ

　
の
例
と
し
て
、
古
林
清
一
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
ム
ス
り
ム
同
胞
団
」
㎎
西

　
南
ア
ジ
ア
研
究
㎞
第
五
七
号
、
六
七
－
七
九
頁
、
二
〇
〇
二
年
一
古
林
清
一
「
ム

　
ス
リ
ム
同
胞
団
第
五
回
総
会
…
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
『
関
西
ア
ラ
ブ
・
イ
ス

　
ラ
ム
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
、
四
三
－
五
六
頁
一
横
田
『
現
代
エ
ジ
プ

　
ト
憎
横
田
貴
之
『
原
理
主
義
の
潮
流
ー
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
』
山
川
出
版
社
、

　
二
〇
〇
九
年
一
福
永
浩
一
『
初
期
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
関
連
資
料
1
「
ハ
サ
ン
・

　
バ
ン
ナ
ー
著
咽
ダ
ア
ワ
と
教
宣
者
の
國
想
』
」
を
中
心
に
』
（
S
I
A
S
ワ
～
キ
ン

　
グ
ペ
ー
パ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
「
七
）
上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
・
イ
ス
ラ
ー
ム

　
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
。
な
お
、
同
胞
団
の
著
名
な
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ

　
る
ク
ト
ゥ
ブ
や
第
二
代
最
高
指
導
者
ハ
サ
ン
・
フ
ダ
イ
ビ
ー
（
類
器
ρ
鋤
鎖
〒

　
頃
餌
q
塁
露
　
～
八
九
一
～
一
九
七
三
）
に
関
し
て
は
、
一
定
の
研
究
の
進
展
が
み

　
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
⇔
コ
碧
消
毒
麟
国
．
N
O
ぎ
ゆ
さ
謡
N
偽
ミ
竃
、
ぎ
切
、
ミ
ぎ
き
8
鉢

　
ミ
鶏
嵩
ミ
『
導
h
§
k
ミ
§
職
ミ
き
ご
o
Q
ざ
い
。
コ
自
。
嵩
簿
瓢
。
≦
畷
。
芽
…
閃
2
島
巴
q
Q
P

　
P
O
O
O
…
臼
O
げ
コ
∩
響
く
。
防
曽
防
亀
達
ミ
Q
馬
ミ
§
ミ
、
、
罷
O
、
お
貯
ミ
肉
感
翫
、
q
ミ
腎
、
§
ミ
賄
ミ
層

　
窯
。
≦
曜
。
鱒
”
∩
o
冨
ヨ
げ
鑓
¢
巴
＜
Φ
『
ω
謬
図
零
。
。
・
。
・
“
P
O
δ
’

⑬
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
著
作
は
、
　
九
五
四
年
の
ナ
セ
ル
に
よ
る
弾
圧
ま
で
の
同
胞
団

　
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
さ
れ
て
い
る
。
竃
ぎ
輩
出
ミ
諸
国
ミ
貯
壱
ミ
、
、
ミ

　
き
乾
、
ミ
馳
琶
ミ
恥
奉
．
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
他
の
主
な
同
胞
団
研
究

　
と
し
て
は
、
冴
ご
舞
舞
器
財
口
蕊
9
。
巨
“
ミ
罵
ミ
覇
、
§
N
切
越
、
ミ
§
、
§
偽
Q
鳶
ミ
禽
、
ミ

　
ミ
魁
誉
ミ
舞
、
§
ミ
ら
さ
罵
ミ
鳴
、
§
・
b
J
o
剛
鍵
烈
這
い
含
O
ξ
㎞
。
・
鼠
鶏
重
富
】
窺
頴
阻
鼠
吻
甲

　
〉
ざ
欺
9
§
§
ミ
ミ
ミ
江
口
く
ミ
ミ
賊
§
帖
嵩
縛
毫
隠
§
恥
肉
。
、
偽
ミ
ミ
鳴
ミ
霧
、
軌
ミ

　
ヒ
q
、
ミ
、
N
ミ
ぎ
。
罫
昏
。
踏
9
σ
Q
＝
P
6
ひ
タ

⑭
ゆ
蔓
昌
β
・
門
際
斜
§
免
物
象
馬
ミ
ミ
、
、
毎
冬
ミ
㍉
ミ
切
§
、
罵
鳶
、
、
N
痔
港
腎
§
軸
ミ
鞄

　
ミ
§
一
露
量
ミ
貯
§
題
ミ
q
く
§
誌
、
禺
」
b
N
c
◎
よ
℃
へ
N
閃
0
巴
ぎ
α
q
”
H
号
餌
8
勺
「
9
。
。
’
お
O
◎
Q
■

⑮
バ
ン
ナ
ー
の
論
考
集
に
は
複
数
の
版
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
次
の
版
を
使
用
す

　
る
。
書
晦
§
職
㍗
し
q
島
、
§
黛
ミ
§
、
一
職
．
篇
涛
二
面
、
畿
斜
㍗
奪
N
鋤
§
ミ
あ
、
§
、
一
ミ
智
恥
§
ミ
ー

　
⇔
。
ミ
§
騨
≧
o
×
壁
α
『
一
助
∪
錠
鋪
嗣
－
U
騨
．
≦
斜
一
〇
〇
。
。
・
ま
た
、
筆
者
は
訳
者
代
表
の
一
入
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と
し
て
同
論
鶴
野
の
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
上
下

巻
と
し
て
刊
行
予
定
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
論
考
の
訳
文
は
基
本
的
に
こ
の
訳

本
に
基
づ
い
て
い
る
。
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
ー
（
北
澤
義
之
・
高
岡
豊
・
横
田
貴
之

編
訳
〉
噸
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
ー
論
考
集
i
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
思
想
』
岩
波
轡

店
（
上
巻
は
二
〇
一
五
年
三
月
、
下
巻
は
二
〇
一
六
年
度
中
に
刊
行
予
定
）
。

第
一
章
　
バ
ン
ナ
ー
と
初
期
ム
ス
リ
ム
同
胞
団

ムスリム同胞団創設者ハサン・バンナーの「行動の思想」（横田）

　
本
章
で
は
、
バ
ン
ナ
ー
の
生
い
立
ち
と
、
彼
の
指
導
下
に
あ
っ
た
初
期
同
胞
団
の
発
展
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
一
九
〇
六
年
、
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
に
位
置
す
る
ブ
ハ
イ
ラ
県
の
マ
フ
ム
ー
デ
イ
ー
ヤ
に
お
い
て
、
バ
ン
ナ
ー
は
時
計
職
人
ア
フ
マ
ド
・
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
バ
ン
ナ
ー
・
サ
ー
ア
ー
テ
ィ
！
（
〉
ゴ
ヨ
⑤
匹
　
い
〉
σ
α
　
自
己
－
閃
P
び
昌
9
9
1
護
　
曽
一
I
U
ご
9
瓢
昌
9
1
　
”
一
l
Q
◎
餅
h
餌
壷
副
）
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
バ
ン

ナ
ー
は
、
か
つ
て
ア
ズ
ハ
ル
に
学
ん
だ
父
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
基
礎
的
な
教
育
を
受
け
た
。
ク
ル
ア
ー
ン
学
習
を
中
心
と
す
る
初
等

教
育
機
関
で
あ
る
村
の
ク
ッ
タ
ー
ブ
で
は
、
村
の
シ
ャ
イ
フ
（
長
）
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ザ
フ
ラ
ー
ン
（
窯
口
添
旨
ヨ
巴
N
聾
鐡
昌
）
に
学
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
の
後
、
公
立
学
校
に
入
学
し
た
バ
ン
ナ
ー
は
学
業
に
励
み
つ
つ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
道
徳
心
の
向
上
を
目
指
す
団
体
に
加
入
し
た
。
彼
の
イ
ス

ラ
ー
ム
へ
の
関
心
は
ス
ー
ブ
イ
ー
教
団
に
も
向
き
、
ブ
ハ
イ
ラ
県
の
県
庁
所
在
地
ダ
マ
ン
フ
ー
ル
を
本
拠
地
と
す
る
ハ
サ
ー
フ
ィ
ー
や
教
団
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
加
入
し
た
。
一
九
二
三
年
、
高
等
師
範
学
校
ダ
ー
ル
・
ア
ル
目
ウ
ル
ー
ム
（
剛
）
9
1
醜
　
鋤
一
覧
ハ
¢
一
口
瞥
ρ
）
入
学
の
た
め
に
バ
ン
ナ
ー
は
カ
イ
ロ
へ
移
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

在
学
中
、
彼
は
「
マ
ナ
ー
ル
派
」
の
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
の
影
響
を
受
け
た
。
ま
た
、
一
九
二
七
年
の
ム
ス
リ
ム
青
年
協
会
（
H
婁
．
4
ρ
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

。。

ﾜ
げ
げ
習
寧
ζ
・
。
・
＝
白
昼
欄
窯
窯
鋭
く
。
募
σ
Q
ζ
2
．
。
。
竃
ロ
。
・
嵩
ヨ
〉
。
。
の
。
。
巨
δ
昌
）
の
設
立
に
際
し
て
、
メ
ン
バ
ー
ら
と
交
友
関
係
を
持
っ
て
い
た
バ
ン

ナ
ー
は
そ
の
一
員
と
し
て
貢
献
し
た
。

　
一
九
二
七
年
、
ダ
ー
ル
・
ア
ル
ー
ー
ウ
ル
ー
ム
を
卒
業
し
た
バ
ン
ナ
！
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
教
師
と
し
て
ス
エ
ズ
運
河
沿
い
の
町
イ
ス
マ
ー
イ
ー

リ
ー
ヤ
に
赴
任
し
た
。
彼
は
、
ダ
ー
ル
・
ア
ル
ー
ー
ウ
ル
ー
ム
在
学
中
に
行
っ
て
い
た
一
般
民
衆
に
向
け
た
「
カ
フ
ェ
説
法
」
を
、
イ
ス
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
ー
リ
ー
ヤ
へ
の
赴
任
後
も
続
け
た
。
…
九
一
一
八
年
、
バ
ン
ナ
！
の
説
法
に
感
銘
を
受
け
た
聴
衆
の
六
人
が
彼
を
訪
れ
た
。
バ
ン
ナ
ー
の
自
伝
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に
よ
れ
ば
、
六
人
は
バ
ン
ナ
ー
に
「
自
分
達
の
指
導
者
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
依
頼
し
た
。
喜
ん
だ
バ
ン
ナ
ー
は
、
彼
ら
と
と
も
に
「
神
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

道
」
に
励
む
こ
と
を
誓
い
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
た
め
に
奉
仕
す
る
ム
ス
リ
ム
の
同
胞
た
ち
」
と
し
て
同
胞
団
を
結
成
し
た
。
イ
ス
マ
ー
イ
ー

リ
ー
ヤ
に
本
部
を
置
い
た
同
胞
団
は
、
ス
エ
ズ
運
河
地
帯
を
中
心
に
、
説
教
、
教
育
活
動
、
モ
ス
ク
の
建
設
・
運
営
な
ど
地
域
密
着
型
の
活
動

　
　
　
⑦

を
行
っ
た
。

　
一
九
三
二
年
、
バ
ン
ナ
ー
の
転
勤
に
伴
い
、
同
胞
団
の
本
部
も
カ
イ
ロ
へ
移
転
し
た
。
カ
イ
ロ
移
転
以
降
、
同
胞
団
は
カ
イ
ロ
を
拠
点
に
エ

ジ
プ
ト
各
地
に
支
部
を
設
立
し
、
全
国
規
模
の
組
織
へ
発
展
し
た
。
他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
が
ほ
と
ん
ど
進
出
し
て
い
な
か
っ
た
上
エ
ジ

プ
ト
（
ナ
イ
ル
川
上
流
域
）
に
も
進
出
し
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
は
ミ
ン
ヤ
ー
や
ア
シ
ュ
ー
ト
な
ど
に
多
く
の
支
部
を
設
立
し
た
。
バ
ン

ナ
ー
は
精
力
的
に
エ
ジ
プ
ト
各
地
へ
演
説
旅
行
に
出
か
け
た
。
ま
た
、
同
胞
団
は
モ
ス
ク
運
営
や
教
育
活
動
な
ど
に
限
定
さ
れ
な
い
様
々
な
社

会
活
動
を
行
っ
た
。
同
胞
団
は
多
数
の
メ
ン
バ
ー
の
獲
得
に
成
功
し
、
急
速
に
勢
力
を
拡
大
し
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
・
支
持
者
は

約
一
〇
〇
万
人
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
同
胞
団
支
部
数
は
、
一
九
二
九
年
四
、
一
九
三
〇
年
五
、
一
九
一
三
年
一
〇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
九
三
二
年
一
五
、
一
九
三
八
年
三
〇
〇
、
一
九
四
〇
年
五
〇
〇
、
一
九
四
九
年
二
〇
〇
〇
と
急
増
し
た
。
同
胞
団
の
力
の
源
は
、
多
数
の
メ

ン
バ
ー
を
組
織
活
動
に
動
員
で
き
た
点
に
あ
っ
た
。
当
時
の
同
胞
団
に
お
い
て
、
バ
ン
ナ
ー
の
思
想
は
組
織
活
動
の
基
本
指
針
を
示
す
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
重
視
さ
れ
、
彼
の
演
説
原
稿
や
論
考
は
メ
ン
バ
ー
の
必
読
書
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
、
同
胞
団
で
は
政
治
活
動
の
比
重
が
次
第
に
高
ま
っ
た
。
一
九
三
九
年
の
第
五
回
総
会
に
お
い
て
、
バ
ン
ナ
ー
は
、

シ
ャ
リ
ー
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
）
に
基
づ
く
統
治
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
要
請
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
改
革
脚
達
が
統

治
の
要
請
に
つ
い
て
何
も
し
な
い
こ
と
は
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
罪
」
で
あ
り
、
そ
の
罪
を
腰
う
た
め
に
も
シ
ャ
リ
ー
ア
に
基
づ
く
統
治
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
⑩

行
動
す
る
と
し
た
。
一
九
四
一
年
の
第
六
回
総
会
に
お
い
て
も
政
治
活
動
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
、
同
胞
団
思
想
の
教
宣
（
◎
餌
．
≦
9
）
の
た
め

に
議
会
闘
争
も
含
め
た
可
能
な
限
り
の
手
段
を
と
る
こ
と
、
そ
し
て
「
国
家
に
と
っ
て
適
当
な
時
期
に
議
会
へ
の
同
胞
団
立
候
補
者
が
出
る
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

あ
ろ
う
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
大
き
な
動
員
力
を
有
す
る
同
胞
団
の
選
挙
へ
の
参
加
表
明
は
、
ワ
フ
ド
党
党
首
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
・
ナ
ッ
ハ
ー
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ムスリム同胞団創設者ハサン・バンナーの「行動の思想」（横田）

ス
（
竃
鶴
鴛
鐡
寧
2
魯
冨
。
。
　
一
八
七
九
～
～
九
六
五
年
）
に
危
機
感
を
与
え
た
。
彼
は
、
同
胞
団
の
選
挙
参
加
を
撤
回
さ
せ
る
た
め
の
交
換
条
件
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
て
、
同
胞
囲
の
求
め
る
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
、
売
春
、
賭
博
の
規
捌
法
案
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
後
も
、
同
胞
団
で
は
政
治
活
動
の
比
重
は
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ま
り
つ
づ
け
、
一
九
四
五
年
の
議
会
選
挙
で
は
バ
ン
ナ
ー
ら
岡
胞
団
メ
ン
バ
ー
が
立
候
補
し
た
。

　
一
九
四
〇
年
代
後
半
、
同
胞
団
に
お
い
て
は
政
治
的
活
動
が
優
越
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
政
府
や
～
部
有
力
政
党
・
政
治
勢
力
と
の
緊

張
関
係
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
、
当
初
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
外
敵
」
と
戦
う
こ
と
を
目
的
に
同
胞
芝
之
で
設
立
さ
れ
た
「
秘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

密
機
関
（
ゆ
｝
ー
ワ
自
N
9
ー
ヨ
　
相
田
l
Q
Q
一
触
目
圃
）
」
が
、
政
府
要
人
の
暗
殺
な
ど
の
過
激
な
行
動
を
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
同
胞
団
は
総
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
指

導
局
が
、
最
高
指
導
者
で
あ
る
バ
ン
ナ
ー
を
中
心
に
執
行
部
と
し
て
組
織
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
秘
密
機
関
は
指
導
局
の
指

揮
に
属
さ
ず
、
や
が
て
独
走
を
始
め
た
。
…
九
四
八
年
に
同
胞
団
が
政
府
に
よ
っ
て
非
合
法
化
さ
れ
る
と
、
秘
密
機
関
メ
ン
バ
ー
が
ヌ
ク
ラ
ー

シ
i
（
竃
昌
ヨ
巳
頃
魯
鼠
寧
宏
二
臼
岡
。
・
冨
　
一
八
八
八
～
一
九
四
八
年
）
首
相
を
暗
殺
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
バ
ン
ナ
ー
は
そ
の
報
復
と
し
て

秘
密
警
察
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
。

　
組
織
運
営
の
中
心
で
あ
っ
た
バ
ン
ナ
ー
を
喪
っ
た
後
、
伺
胞
団
の
指
導
部
は
混
乱
に
陥
っ
た
が
、
穏
健
派
の
ハ
サ
ン
・
フ
ダ
イ
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

（
¢
器
禽
。
昌
9
囲
出
且
塁
⊆
　
一
八
九
一
～
一
九
七
三
年
）
が
第
二
代
最
高
指
導
者
に
選
出
さ
れ
た
。
フ
ダ
イ
ビ
！
ち
同
胞
団
指
導
部
は
合
法
路
線
を
志

向
し
た
が
、
秘
密
機
関
な
ど
急
進
派
を
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ン
ナ
ー
と
い
う
組
織
運
営
の
要
を
失
っ
た
こ
と
が
、
同
胞
団
の

内
部
矛
盾
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
た
と
い
え
る
。
同
胞
団
に
と
っ
て
の
バ
ン
ナ
ー
の
重
要
性
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
の
後
、
同
胞
阿
は
内
部
分

裂
状
態
の
ま
ま
一
九
五
二
年
革
命
を
迎
え
た
。
革
命
に
際
し
て
、
ナ
セ
ル
ら
自
由
将
校
団
の
権
力
掌
握
に
よ
っ
て
、
政
治
体
制
は
王
制
か
ら
共

和
制
へ
移
行
し
た
。
革
命
直
後
、
同
胞
団
は
革
命
評
議
会
と
一
時
友
好
関
係
を
保
っ
た
が
、
一
九
五
四
年
の
ナ
セ
ル
暗
殺
未
遂
事
件
を
契
機
に

再
び
非
合
法
化
さ
れ
、
同
胞
団
は
激
し
い
弾
圧
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

①
霞
喜
舞
§
Q
智
§
量
ミ
、
、
碍
寒
慈
ミ
切
ミ
、
N
箋
》
署
↑
P

②
ダ
ー
ル
・
ア
ル
・
ウ
ル
ー
ム
と
は
日
本
語
で
は
「
詣
科
学
の
館
一
の
意
味
で
、

一
八
七
一
年
に
近
代
化
政
策
の
　
環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
高
等
師
範
学
校
で
あ
っ

た
。
一
九
四
六
年
掛
カ
イ
ロ
大
学
に
統
合
さ
れ
た
。
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③
響
。
。
国
論
冒
ミ
罵
ミ
ミ
§
馳
、
恥
ミ
§
も
ワ
メ
ω
O
山
ピ
な
お
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義

　
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
初
期
世
代
（
。
。
巴
卑
州
）
を
模
範
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
を

　
目
指
す
思
想
潮
流
を
意
味
す
る
。

④
ム
ス
リ
ム
青
年
協
会
は
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
の
流
れ
を
汲
む
組
織
で
あ
り
、
西
洋

　
文
化
の
流
入
や
キ
リ
ス
ト
教
布
教
活
動
へ
の
反
対
運
動
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
実

　
施
や
ム
ス
リ
ム
の
道
徳
心
向
上
を
自
指
し
た
。

⑤
バ
ン
ナ
ー
は
、
自
ら
の
主
張
を
訴
え
か
け
る
場
と
し
て
、
従
来
用
い
ら
れ
て
い

　
た
モ
ス
ク
の
み
で
な
く
、
社
交
場
で
あ
る
カ
フ
ェ
を
積
極
的
に
利
用
し
た
。
筆
者

　
が
こ
れ
ま
で
岡
胞
団
メ
ン
バ
ー
に
行
っ
て
き
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
も
、
こ

　
の
「
カ
フ
ェ
説
法
」
は
バ
ン
ナ
ー
の
活
動
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば

　
雷
及
さ
れ
る
。
バ
ン
ナ
ー
の
生
い
立
ち
か
ら
イ
ス
マ
ー
イ
ー
リ
ー
ヤ
で
の
「
カ
フ

　
ェ
説
法
」
ま
で
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
次
を
参
照
。
小
杉
泰
・
横
田
貴
之
「
行
動

　
の
思
想
、
思
想
の
実
践
i
バ
ン
ナ
ー
と
ク
ト
ゥ
ブ
」
小
松
久
男
・
小
杉
泰
編

　
『
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
と
政
治
運
動
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
四

　
一
－
四
三
頁
。

⑥
誉
。
・
昌
帥
田
碧
鼻
ミ
ミ
、
帽
笥
ミ
ミ
ミ
も
織
．
“
§
蓬
ミ
も
瓢
．
言
り
9
ぎ
”
∪
声
曲

　
門
餌
を
謡
・
≦
曽
鋤
甲
乙
霧
亀
目
酬
「
H
。
。
扇
器
財
国
り
戸
9
ψ
唱
や
。
。
ω
1
。
。
轟
一
福
永
浩
一
咽
初
期
ム
ス

　
リ
ム
同
胞
団
㎞
＝
笹
丁
＝
一
五
頁
。

⑦
イ
ス
マ
ー
イ
ー
リ
！
ヤ
時
代
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
際
F
§
馬
ぎ
ら
貯
Q
ミ
、
ぎ

　
ミ
嵩
、
ぎ
切
、
ミ
、
ミ
声
署
9
ω
㍗
畠
・

⑧
≦
8
琶
r
§
恥
恥
＆
亀
臓
、
、
一
鴨
き
竃
ミ
切
ミ
ぎ
辞
℃
℃
・
曝
避

⑨
二
〇
一
四
年
八
月
一
四
日
、
筆
者
に
よ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
へ
の
イ
ン

　
タ
ビ
ユ
ー
。

⑩
ミ
』
§
、
員
、
．
菊
奮
冨
帯
ヨ
信
．
”
馨
二
酉
姿
撃
高
。
・
層
．
、
ミ
a
ミ
勘
．
鳥
ら
」
。
。
。
。
’

⑪
ミ
ー
窓
ミ
回
9
，
’
．
。
家
の
翠
麟
7
護
麟
、
↓
§
鎚
β
。
｝
あ
罠
ρ
．
、
ミ
§
嵩
．
斜
ワ
旨
P
．

⑫
ぎ
ヨ
。
・
唱
題
、
㍉
§
ミ
腎
ミ
ミ
ミ
奪
ミ
ミ
㍉
§
ミ
§
“
も
や
蕊
P
⊥
。
。
い
亀

⑬
告
ぎ
置
。
拝
ミ
罵
恥
ミ
＄
ミ
、
、
白
き
迄
§
切
ミ
、
罵
越
も
．
ω
ω
．
選
挙
結
果
は
、
同

　
師
団
立
候
補
者
全
員
の
落
選
と
な
っ
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
大
規
模
な
不
正
行
為
が

　
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

⑭
即
智
ヨ
ま
．
》
9
m
〒
平
話
ヨ
ム
㍗
ミ
ミ
痛
、
；
㍗
き
忌
§
§
、
魯
栽
ミ
葛
§
§
、
ミ
早

　
冒
、
洋
画
尋
肉
、
竃
、
り
§
ミ
ー
b
緊
ミ
”
＜
o
轡
γ
≧
o
玉
垂
ユ
β
。
”
∪
毅
9
〒
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第
二
章
　
バ
ン
ナ
ー
の
思
想
的
背
景

　
バ
ン
ナ
ー
は
、
同
胞
団
の
最
高
指
導
者
と
し
て
組
織
運
営
に
努
め
る
一
方
、
組
織
活
動
を
理
論
面
か
ら
支
え
る
思
想
を
様
々
な
論
考
に
示
し

た
。
バ
ン
ナ
ー
の
思
想
を
端
的
に
表
現
す
る
と
、
そ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
基
づ
く
社
会
改
革
で
あ
り
、
同
胞
団
を
運
営
す
る
た
め
の
実

践
的
な
思
想
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
が
同
胞
団
と
い
う
組
織
に
お
い
て
実
際
に
改
革
の
た
め
に
行
動
す
る
た
め
の
指
針
で
あ
っ
た
。
バ
ン
ナ
ー
が

社
会
改
革
を
必
要
と
考
え
た
背
景
に
は
、
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
を
含
む
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
状
況
が
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
当
時
の
社
会
状
況
を



ムスリム同胞団創設者ハサン・バンナーの「行動の思想」（横田）

バ
ン
ナ
ー
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
、
彼
の
思
想
的
背
景
を
考
察
す
る
。

第
一
節
　
西
洋
諸
国
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
支
配

　
一
九
世
紀
は
、
西
洋
諸
国
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
植
民
地
化
・
隷
属
化
が
進
ん
だ
時
代
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

植
民
地
化
（
一
八
四
七
年
中
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
財
政
破
綻
と
英
仏
に
よ
る
財
政
管
理
の
開
始
（
一
八
八
一
年
）
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
制

圧
（
一
八
八
｝
年
）
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
軍
事
占
領
（
　
八
八
二
年
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
各
地
が
次
々
と

西
洋
列
強
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
崩
壊
と
植
民
地
化
に
よ
っ
て
、
社
会
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
的
諸
制
度

が
実
践
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
史
上
に
お
い
て
は
、
ど
れ
ほ
ど
強
い
権
力
を
持
っ
た
圧

制
者
で
あ
っ
て
も
、
社
会
が
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
価
値
観
の
否
定
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
西

洋
諸
国
に
よ
る
支
配
は
、
社
会
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
き
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
否
定
す
る
も
の
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
と
っ
て
未
曾
有

の
危
機
で
あ
っ
た
。

　
バ
ン
ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
西
洋
諸
国
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
支
配
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
そ
の
論
考
で
言
及
し
て
い
る
。
「
昨
日
と
今

日
の
間
で
（
u
σ
醸
冨
寧
〉
日
ω
壽
帥
7
団
睾
旨
）
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
支
配
を
広
げ
た
。
そ
れ
は
、
土
地
の
発
見
・
攻
撃
［
に
よ
る
強
奮
］
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
遠
く
離
れ
た
イ
ン
ド
や
周
辺
イ
ス
ラ
ー
ム
諸

　
州
な
ど
遠
方
に
あ
る
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
へ
の
遠
征
の
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
力
強
く
広
大
な
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
分
割
へ
至
る
活
動
を
本
格
的

　
　
に
開
始
し
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
れ
は
時
に
「
東
方
問
題
」
と
、
別
の
機
会
に
は
「
［
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
］
病
人
ト
ル
コ
の
分
割
」
と

　
表
現
さ
れ
た
。
ど
の
［
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
］
国
家
も
幸
先
良
い
機
会
を
獲
得
し
、
根
拠
の
な
い
理
由
を
不
当
に
設
定
し
た
。
平
和
で
緩
慢
な
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
を

　
攻
撃
し
、
国
境
の
一
部
を
後
退
さ
せ
、
そ
の
周
縁
部
を
脅
か
し
た
。
猛
攻
撃
は
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
続
き
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
領

　
土
を
剥
ぎ
取
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
地
域
は
モ
ロ
ッ
コ
や
北
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
下
へ
移
っ
た
。
か
つ
て
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
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①

　
　
い
く
つ
も
の
非
イ
ス
ラ
ー
ム
の
地
域
、
た
と
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
や
バ
ル
カ
ン
諸
国
は
、
こ
の
時
期
に
独
立
し
た
。

　
「
昨
日
と
今
日
の
間
で
」
で
は
、
こ
の
後
に
、
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
ヒ
ジ

ャ
ー
ズ
地
方
、
イ
エ
メ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
各
地
の
現
状
に

関
す
る
解
説
が
続
い
て
い
る
。
「
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
の
下
に
お
け
る
我
々
の
問
題
（
竃
口
ω
げ
眠
目
9
1
一
口
口
9
1
　
油
一
）
9
≦
導
　
O
一
一
2
一
N
餌
ヨ
　
”
一
I
H
ω
一
9
－
H
口
刈
）
」
で
も
、
ア
ラ

ブ
諸
国
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
対
す
る
西
洋
諸
国
の
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
述
べ
て
ら
れ
て
お
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
や
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ン
ド
ネ
シ
ア
支
配
へ
の
言
及
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
青
年
へ
（
H
囲
餌
　
⇔
一
一
ω
冒
帥
σ
倒
び
）
」
で
は
次
の
よ
う
に
、
西
洋
諸
国
の
支
配
が
も
た
ら
す
危
機
を

指
摘
し
て
い
る
。

　
　
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
、
大
き
な
出
来
事
が
連
続
し
て
起
こ
り
、
大
災
難
が
次
々
に
発
生
す
る
時
代
が
す
で
に
到
来
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー

　
ム
の
敵
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
恩
恵
を
根
絶
や
し
、
そ
の
美
し
さ
を
覆
い
隠
し
、
ム
ス
リ
ム
を
誤
っ
た
方
向
へ
導
こ
う
と
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
［
お
よ
ぶ
］
領

　
域
を
破
壊
し
、
そ
の
戦
士
を
弱
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
…
…
植
民
地
主
義
を
掲
げ
る
劣
等
な
不
信
適
者
の
手
中
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
を
陥
れ
よ
う
と
軽
ん

　
　
　
③

　
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
バ
ン
ナ
ー
は
当
時
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
が
直
面
す
る
西
洋
諸
国
に
よ
る
支
配
に
対
し
て
批
判
的
な
見
解
を
持
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
危
機
を
強
く
認
識
し
て
い
た
。
バ
ン
ナ
ー
思
想
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
に
関
す
る
現
状
認
識
が
あ
っ
た
。
彼
が
活
動
し
た
エ
ジ
プ
ト
は
、
一
九
二
二
年
に
名
目
的
な
独
立
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
独
立

に
際
し
て
は
、
①
エ
ジ
プ
ト
領
内
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
移
動
・
通
信
の
自
由
、
②
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
の
防
衛
、
③
外
国
人
の
権
利

と
少
数
派
の
保
護
、
④
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ー
ダ
ン
統
治
の
四
点
が
留
保
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
の
駐
留
も
継
続
さ
れ
た
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
の
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
名
目
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ
て
は
、
西
洋
諸
国
に
よ
る
支
配
は
実
際
の
問
題
と
し
て
強

く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
バ
ン
ナ
ー
は
エ
ジ
プ
ト
人
の
こ
の
危
機
感
に
訴
え
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。
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瓢
節
　
欧
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主
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～
九
～
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
い
て
、
西
洋
諸
国
に
よ
る
支
配
に
対
抗
す
る
方
策
の
～
つ
と
し
て
、
西
洋
諸
国
を
モ
デ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
す
る
近
代
化
・
西
洋
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
も
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
朝
（
｝
八
〇
五
～
一
九
五
三
年
）
の
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

工
業
化
の
進
展
、
教
育
制
度
の
近
代
化
、
西
洋
的
諸
制
度
の
導
入
な
ど
西
洋
化
・
近
代
化
が
志
向
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、

バ
ン
ナ
ー
は
西
洋
文
明
の
所
産
を
導
入
す
る
こ
と
に
完
全
に
反
対
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
西
洋
近
代
的
な
教
育

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
高
等
師
範
学
校
の
出
身
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス
ー
ツ
と
ネ
ク
タ
イ
を
し
ば
し
ば
着
用
し
、
同
胞
団
の
活
動
で
は
雑
誌
や

新
聞
な
ど
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
を
同
胞
団
の
教
宣
に
活
用
す
る
な
ど
、
西
洋
文
明
の
所
産
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
否
定
し
な
か

っ
た
。
彼
が
否
定
し
た
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
放
棄
し
て
西
洋
を
模
倣
す
る
欧
化
主
義
の
潮
流
で
あ
り
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

教
分
離
の
考
え
に
強
く
反
対
し
た
。
マ
ナ
ー
ル
派
も
世
俗
主
義
論
者
と
の
論
争
を
行
っ
て
お
り
、
バ
ン
ナ
ー
に
も
そ
の
影
響
を
指
摘
で
き
る
。

バ
ン
ナ
ー
は
、
「
昨
日
と
今
日
の
問
で
」
で
、
西
洋
文
明
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
最
も
重
要
な
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
背
教
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
懐
疑
、
精
神
の
否
定
、
世
界
に
や
が
て
来
る
報
奨
と
罰
へ

　
　
の
無
関
心
。
物
質
、
有
形
の
存
在
へ
の
執
着
。
…
…
②
不
信
仰
、
快
楽
へ
の
不
相
応
な
奉
仕
、
放
縦
。
…
…
③
利
己
主
義
。
あ
ら
ゆ
る
人
は
自
己
の
た
め
の

　
み
に
良
い
こ
と
を
欲
す
る
。
階
級
的
な
利
己
主
義
…
…
国
家
的
な
利
己
主
義
…
…
④
利
子
。
そ
れ
を
合
法
的
と
認
め
、
商
業
取
引
の
原
理
と
見
な
し
、
多
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
な
形
態
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。

　
「
光
へ
向
か
っ
て
（
Z
帥
7
≦
四
　
鋤
剛
一
Z
O
『
）
」
に
お
い
て
も
、
西
洋
文
明
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
西
洋
文
明
は
そ
の
科
学
的
な
卓
越
性
に
よ
っ
て
長
い
間
輝
い
て
き
た
。
科
学
の
も
た
ら
す
成
果
に
よ
っ
て
、
全
世
界
を
従
属
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
現

　
在
、
西
洋
文
明
は
破
綻
し
、
退
潮
の
中
に
あ
る
。
そ
の
原
則
は
崩
壊
し
、
そ
の
体
制
と
規
則
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
政
治
的
基
礎
は
、
［
フ
ァ
シ
ズ
ム

　
な
ど
の
］
独
裁
制
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
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経
済
的
基
礎
は
、
危
機
に
よ
り
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い
る
。
何
百
万
も
の
哀
れ
な
失
業
者
や
飢
え
た
者
が
西
洋
文
明
に
反
対
す
る
証
言
を
し
て
い
る
。
逸
脱

す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
各
地
で
発
生
す
る
革
命
は
、
そ
の
社
会
的
基
盤
を
根
絶
や
し
に
し
て
い
る
。
人
々
は
こ
れ
［
ら
諸
問
題
］
へ
の
ど
の
よ
う
に
対
処
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

べ
き
か
［
と
い
う
状
態
］
に
陥
り
、
道
に
迷
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
バ
ン
ナ
ー
は
政
教
分
離
の
考
え
に
つ
い
て
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
の
下
に
お
け
る
我
々
の
問
題
」
で
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
全
世
界
の
近
代
的
生
活
は
、
い
か
な
る
面
に
お
い
て
も
宗
教
を
基
盤
と
し
て
い
な

い
と
。
す
で
に
世
界
の
諸
国
家
は
、
社
会
生
活
を
宗
教
か
ら
分
離
し
、
生
活
の
諸
相
か
ら
宗
教
を
消
去
し
、
宗
教
・
信
徒
と
神
へ
繋
ぐ
唯
一
の
窓
口
を
［
個

人
の
］
内
面
と
礼
拝
所
に
限
定
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
と
。
現
在
、
世
界
の
諸
国
家
の
手
中
に
は
、
国
民
と
民
衆
の
力
を
導
く
鍵
と
な
る
力
が
あ
る
と
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
者
た
ち
は
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
や
裁
定
を
学
ん
で
い
な
い
し
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
正
し
い
性
質
や
穏
当
な
規
則
を
い
ま
だ
理
解
し
て
い
な
い
。
彼
ら
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
宗
教
・
社
会
・
礼
拝
所
・
国
家
・
現
世
・
来
世
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
な
い
。
層
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
、
心
の
平
安
・
精
神
生
活
・
ア
ッ
ラ
ー
の
監
督
・
精
神
の
清
浄
を
柱
と
し
て
［
信
仰
と
実
践
と
い
う
］
二
つ
の

道
を
確
立
し
た
と
し
て
も
、
信
仰
上
の
諸
活
動
よ
り
も
実
践
的
な
現
世
の
生
活
に
関
心
を
抱
い
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。
宗
教
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ス

ラ
ー
ム
の
制
度
の
一
部
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
こ
そ
が
現
世
を
完
全
に
律
す
る
の
と
同
様
、
宗
教
も
律
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
ム
ス
リ
ム
と
し
て
、
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
宗
教
と
現
世
が
イ
ス
ラ
イ
ム
の
原
則
に
従
う
こ
と
を
要
求
す
る
。

「
青
年
へ
」
に
お
い
て
も
、
同
様
の
主
張
が
み
ら
れ
る
。

　
我
々
〔
同
胞
団
〕
は
、
政
教
の
分
離
が
正
統
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
自
ら
の
宗
教
［
イ
ス
ラ
ー
ム
］
に
忠
実
で
、

イ
ス
ラ
ー
ム
の
精
神
と
教
え
を
理
解
し
た
ム
ス
リ
ム
は
、
そ
れ
［
政
教
分
離
］
を
知
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
我
々
が
転
向
す
る
こ
と
を
望
む
者
は
、

我
々
を
［
そ
の
方
法
論
か
ら
］
引
き
離
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
者
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
敵
か
イ
ス
ラ
ー
ム
を
知
ら
な
い
者
の
ど
ち
ら
か
で
し
か
あ
り
え
な

⑱
。

　
）バ

ン
ナ
ー
は
こ
の
よ
う
に
西
洋
文
明
や
政
教
分
離
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
西
洋
に
追
従
す
る
欧
化
主
義
を
厳
し
く
批
判
す
る
。
例
え
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ば
、
「
ク
ル
ア
ー
ン
の
旗
下
に
あ
る
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
（
p
や
琴
≦
9
箒
受
話
牒
ヨ
雷
門
p
。
廿
冨
閃
図
解
餌
7
ρ
目
．
習
）
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
現
状
へ
の
無
関
心
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
家
の
幻
想
、
贅
沢
と
享
楽
へ
の
耽
溺
の
中
で
、
横
暴
で
強
力
な
う
ね
り
と
破
壊
的
で
強
力
な
［
西
洋
の
］
潮
流
が
、

　
思
慮
深
い
［
イ
ス
ラ
ー
ム
の
］
知
性
よ
り
も
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
を
我
々
は
認
め
る
。
［
西
洋
の
］
諸
原
則
と
唱
導
が
確
立
さ
れ
、
規
則
と
哲
学
が
明
示
さ

　
れ
、
文
明
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
全
て
は
、
そ
の
息
子
た
ち
［
ム
ス
リ
ム
］
の
胸
中
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
思
想
と
競
合
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
地
の
中
心

　
　
へ
こ
の
［
西
洋
］
諸
国
が
侵
攻
し
、
あ
ら
ゆ
る
所
か
ら
ム
ス
リ
ム
を
包
囲
し
、
ム
ス
リ
ム
の
国
土
、
家
、
部
屋
へ
押
し
入
っ
た
。
そ
し
て
、
ム
ス
リ
ム
の
心
、

　
知
性
、
聖
地
ま
で
も
占
領
し
た
。
彼
ら
は
誘
惑
、
扇
動
、
力
、
権
威
を
獲
得
す
る
準
備
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ム
ス
リ
ム
が
事
前
に
準
備
で
き
な
か
っ

　
た
も
の
で
あ
る
。
［
そ
の
結
果
、
］
西
洋
諸
国
は
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
を
完
全
に
破
壊
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
う
ち
で
中
核
を
担
う
国
々
が
誤
っ
て
導
か
れ

　
　
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
他
の
残
り
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
離
れ
た
雑
多
な
世
代
が
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
で
台
頭
し
た
。

　
彼
ら
は
国
家
に
関
わ
る
諸
事
を
指
導
し
、
思
想
的
・
精
神
的
・
政
治
的
な
実
践
の
場
で
主
導
的
な
地
位
を
占
め
た
。

　
　
　
…
…
我
々
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
導
き
や
原
理
原
則
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
こ
と
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は

　
　
我
々
が
有
益
な
こ
と
を
学
ぶ
の
を
拒
絶
し
な
い
こ
と
。
我
々
が
叡
智
を
獲
得
す
る
こ
と
を
拒
ま
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
〔
イ
ス
ラ
ー
ム
〕
と
無
関
係
な
も
の
の
模
倣
・
信
仰
・
義
務
・
規
定
・
裁
き
を
拒
否
す
る
。

　
当
時
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
問
題
は
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
解
体
に
伴
い
カ
リ
フ
制
は
廃
止
さ

れ
、
西
洋
近
代
化
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
的
秩
序
は
解
体
し
た
。
バ
ン
ナ
ー
の
批
判
は
新
生
ト
ル
コ
共
和
国
で
近
代
化
を
進
め
る
ケ

マ
ル
主
義
者
に
も
向
け
ら
れ
た
。

　
一
部
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
へ
の
称
賛
と
、
自
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
色
彩
へ
の
失
望
に
つ
い
て
極
端
に
な
り
す
ぎ
た
。
そ
の
点
に
つ

き
、
ト
ル
コ
が
自
身
を
非
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
と
宣
言
し
、
最
大
の
厳
格
さ
で
全
て
の
行
為
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
模
倣
し
た
。
…
…
［
西
洋
文
明
の
］

影
響
が
強
大
で
、
環
境
や
外
見
の
変
化
と
同
様
に
、
心
や
聖
域
ま
で
達
し
た
国
。
そ
の
中
に
は
ト
ル
コ
と
エ
ジ
プ
ト
が
あ
り
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
国
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
環
境
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
は
モ
ス
ク
、
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ
、
リ
バ
ー
ト
、
修
道
場
の
中
へ
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⑭

　
引
き
下
が
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
バ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
否
定
す
る
欧
化
主
義
や
政
教
分
離
の
考
え
は
決
し
て
受
け
入
れ
ら
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
あ
っ
た
。
欧
化
主
義
や
政
教
分
離
の
考
え
が
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
バ
ン
ナ
ー
が
同
胞
団
を
創
設
す
る
契
機
の
｝
つ
と
な
っ
た
。
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第
三
節
　
イ
ス
ラ
…
ム
の
道

　
バ
ン
ナ
ー
は
、
エ
ジ
プ
ト
を
含
む
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
危
機
的
状
況
に
つ
い
て
、
人
々
に
対
し
て
平
易
か
つ
明
快
に
説
明
を
行
っ
た
。
西
洋

の
支
配
は
イ
ス
ラ
イ
ム
諸
国
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
び
、
西
洋
諸
国
は
ア
ル
コ
ー
ル
、
利
子
、
無
神
論
な
ど
の
悪
習
を
持
ち
込
み
、
エ
ジ
プ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
行
政
、
司
法
、
教
育
な
ど
を
恣
意
的
に
変
更
し
て
い
る
と
訴
え
か
け
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ
て
旦
ハ
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
「
脅
威
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
克
服
す
る
唯
一
の
道
こ
そ
が
「
イ
ス
ラ
イ
ム
の
道
（
冨
臨
監
霞
鋤
ヨ
）
」
で
あ
る
と
、
「
光

へ
向
か
っ
て
」
で
は
説
い
て
い
る
。

　
あ
な
た
が
た
は
国
家
と
と
も
に
新
し
い
時
代
に
直
面
し
て
お
り
、
あ
な
た
が
た
の
前
に
は
二
つ
の
道
が
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
、
あ
な
た
が
た
を
し
て
国

家
の
方
向
付
け
を
さ
せ
、
そ
の
道
に
従
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
特
徴
・
長
所
・
影
響
・
結
果
・
宣
伝
す
べ
き
も
の
を
伴
っ
て
い
る
。

…
つ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
道
と
そ
の
原
則
．
規
則
・
文
化
・
文
明
で
あ
る
。
も
う
～
つ
は
、
西
洋
の
道
（
宣
昌
ρ
箒
α
q
冨
み
）
と
そ
の
生
活
の
諸
相
・
制
度
．

方
法
論
で
あ
る
。
最
初
の
道
、
す
な
わ
ち
イ
ス
ラ
ー
ム
の
道
、
規
則
、
原
則
が
進
む
べ
き
唯
一
の
道
で
あ
り
、
現
在
と
将
来
の
国
家
を
そ
れ
に
向
け
て
方
向

づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
我
々
は
信
じ
る
。

　
も
し
我
々
が
こ
の
道
を
国
家
と
と
も
に
進
め
ば
、
多
く
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
方
法
論
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
実
践
さ
れ
て

き
て
お
り
、
歴
史
が
そ
の
健
全
さ
を
明
証
し
て
い
る
。
…
…
我
々
が
こ
の
道
を
進
む
な
ら
ば
、
こ
の
［
イ
ス
ラ
ー
ム
の
］
道
を
知
ら
ず
進
む
こ
と
の
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
他
の
諸
国
家
が
陥
る
死
活
的
な
問
題
を
回
避
で
き
る
。
そ
し
て
、
現
行
の
制
度
が
解
決
で
き
な
い
込
み
入
っ
た
諸
問
題
の
多
く
を
解
決
で
き
る
。

バ
ン
ナ
ー
は
、
当
時
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
欧
化
主
義
や
政
教
分
離
に
批
判
的
で
あ
り
、
彼
は
自
ら
の
思
想
を
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
く
も
の
で
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あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
　
我
々
の
思
想
は
純
粋
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
き
、
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
た
め
に

　
奮
闘
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
の
称
揚
の
た
め
に
行
動
す
る
。
制
度
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
を
放
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。
導
き
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
以
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
満
足
し
て
は
な
ら
な
い
。
統
治
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
以
外
に
従
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
バ
ン
ナ
！
は
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
道
」
に
従
う
同
胞
団
の
目
標
と
は
次
の
二
点
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
あ
な
た
が
た
の
た
め
の
二
つ
の
根
本
的
な
目
標
を
常
に
心
に
留
め
て
お
く
よ
う
に
。
（
～
）
イ
ス
ラ
ー
ム
の
掻
国
が
全
て
の
外
国
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る

　
　
こ
と
。
そ
れ
は
不
正
な
圧
制
者
や
搾
取
す
る
征
服
者
以
外
は
否
定
し
な
い
、
全
入
類
が
有
す
る
自
然
の
権
利
で
あ
る
。
（
二
）
こ
の
自
由
な
祖
国
に
お
い
て
、

　
自
由
な
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
は
建
設
さ
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
指
針
に
従
い
行
動
し
、
そ
の
社
会
翻
度
を
普
及
さ
せ
、
正
し
い
諸
原
則
を
告
知
し
、
賢
明
な
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
宣
を
人
々
に
伝
え
る
。

　
な
お
、
こ
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
道
」
と
は
、
伝
統
墨
守
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
を
意
味
し
な
い
。
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
が
最
も
恐
れ
る
こ
と
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
的
東
洋
の
人
々
が
伝
統
墨
守
（
雷
ρ
ま
）
の
潮
流
に
進
み
、
こ
の
古
い
秩
序
に
よ
っ
て
復
興
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
古
い
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
自
己
矛
盾
を
き
た
し
て
お
り
、
堕
落
し
て
無
益
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
。
こ
こ
に
、
西
洋
諸
国
に
よ
る
支
配
な
ど
現
実

的
な
問
題
に
対
処
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ア
ズ
ハ
ル
や
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
よ
う
な
伝
統
的
な
伝
統
墨
守
派
と
同
胞
団
と
の
違
い
を
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
か
つ
て
マ
ナ
ー
ル
派
は
伝
統
墨
守
派
と
の
論
争
を
通
じ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
の
考
え
を
明
確
化
し
た
が
、
バ
ン
ナ
ー

の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
道
」
も
同
様
に
時
代
に
適
応
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
①
亀
、
蜘
§
、
閥
3
1
．
．
⇔
d
避
器
早
〉
日
。
・
毒
暫
〒
尾
塁
ヨ
》
、
．
ミ
§
譜
、
掛
稲
幽
艶
守
三
。
。
．
　
　
　
三
会
、
エ
○
〇
四
年
、
八
二
頁
。

②
琴
b
ご
§
葺
．
．
ζ
器
楽
冨
冒
轟
詩
9
≦
．
塾
蜜
斜
ヨ
苧
霞
暴
酒
．
、
§
§
轟
、
黛
も
で
．

　
P
O
刈
一
P
O
Q
Q
．

③
ミ
』
§
、
昼
、
．
H
鼓
①
｝
あ
匿
鼠
げ
、
．
§
ミ
勘
、
鼻
署
℃
い
ら
S

④
松
本
弘
「
民
主
主
義
の
受
容
と
混
乱
i
エ
ジ
プ
ト
一
九
ヨ
凶
年
憲
法
」
私
市

　
正
年
・
栗
照
禎
子
編
『
イ
ス
ラ
…
ム
地
域
の
民
衆
運
動
と
民
主
化
』
東
京
大
学
出

⑤
小
杉
泰
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
中
東
の
在
り
方
を
規
定
す
る
力
と
し
て
、
西
洋

　
化
・
近
代
化
、
民
族
主
義
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
三
つ
の
ベ
ク
ト
ル
と
い
う
分
析

　
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。
小
杉
泰
魍
現
代
中
東
と
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
㎞
昭
和
堂
、
一

　
九
九
四
年
、
一
〇
1
＝
一
頁
。

⑥
横
田
『
現
代
エ
ジ
プ
ト
㎞
二
四
⊥
三
盆
頁
。

187 （187）



⑦
小
杉
『
現
代
中
東
』
、
｝
〇
五
－
　
〇
九
頁
。

⑧
ミ
自
§
轟
．
．
口
u
避
8
。
・
劉
〉
霧
毒
9
γ
鴫
畢
ヨ
》
、
、
ミ
§
薗
．
斜
で
」
い
ρ

⑨
ミ
ー
馳
§
§
黛
．
．
Z
呂
惹
鋤
〒
Z
貫
．
．
ミ
§
ミ
．
全
署
＄
よ
。
。
■

⑩
ミ
詣
§
・
ミ
㌦
．
手
話
ゴ
蔦
倒
〔
琶
倒
旨
燭
塁
、
弟
Z
尽
ヨ
国
＝
。
・
団
臨
り
．
、
§
ミ
勘
．
斜
㌻

　
圏
ω
．

⑪
ミ
出
§
、
§
．
、
剛
団
博
〒
。
。
冨
9
ρ
．
、
ミ
§
ミ
．
斜
ワ
℃
S

⑫
ミ
詣
§
罫
．
．
9
〒
囲
穿
昌
目
尻
ζ
邑
ぎ
9
一
ゆ
σ
臼
葛
二
四
姦
智
円
、
鋤
p
．
．
ミ
＆
ミ
勘
、
島
層

　
℃
即
一
〇
ひ
一
δ
S

⑬
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ
、
リ
バ
ー
ト
は
ス
…
フ
ィ
ー
教
団
に
お
け
る
集
会
所
、
修
行
場
で

　
あ
る
。

⑭
ミ
肉
§
嵩
黛
．
．
b
σ
鶴
。
冤
8
鋤
憎
〉
暴
壽
麟
甲
寄
≦
欝
曽
、
、
ミ
§
謡
、
騨
ワ
鉱
P
．

⑮
飯
塚
正
人
『
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
源
流
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
入
年
、

　
七
八
－
七
九
頁
。

⑯
寧
寒
ミ
釦
．
．
b
ご
超
舜
寧
〉
霧
壽
p
。
r
ぐ
睾
目
’
．
、
ミ
§
嵐
．
笥
も
唱
．
賦
〒
ぴ
ω
．

⑰
ミ
ー
⇔
δ
ミ
§
黛
．
．
Z
防
毒
苧
Z
碧
、
、
ミ
邑
ミ
笥
．
8
箸
．
ひ
ひ
よ
S

⑱
ミ
ー
窪
ミ
§
．
．
圃
団
β
。
冨
9
縞
σ
、
．
ミ
§
嵐
、
3
ワ
O
い
。

⑲
ミ
出
§
嵩
抽
．
．
む
d
超
壼
塾
〉
墓
毎
食
・
囲
k
崇
重
噂
．
、
ミ
a
ミ
勘
．
自
も
し
い
タ

⑳
ミ
肉
§
§
劃
．
．
剛
団
窟
。
望
旨
象
超
．
¢
蜜
α
．
即
卑
〒
羅
。
・
。
・
曽
、
、
登
ミ
勘
、
鼻
℃
．
い
ド

⑳
　
同
胞
団
に
お
け
る
ア
ズ
ハ
ル
機
構
や
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
に
対
す
る
姿
勢
・
見
解

　
に
つ
い
て
は
、
ζ
凶
8
げ
。
芦
ミ
ミ
恥
。
鼠
鴨
ミ
ミ
顎
周
馬
ミ
嵩
、
㍉
ミ
⇔
啓
ミ
、
、
磁
瓶
・
唱
幽

　
P
一
一
…
P
一
S

⑫
　
小
杉
噸
現
代
中
東
㎏
、
一
〇
九
－
一
一
一
頁
。
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第
三
章
　
バ
ン
ナ
ー
の
行
動
の
思
想

　
バ
ン
ナ
ー
の
示
し
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
道
」
に
従
っ
た
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
実
際
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

行
動
を
実
践
す
る
場
と
し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
同
胞
団
で
あ
っ
た
。
「
同
胞
団
の
思
想
は
マ
ナ
ー
ル
派
の
単
な
る
大
衆
化
で
は
な
く
、
マ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ル
派
思
想
は
す
で
に
達
成
さ
れ
た
基
礎
理
論
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
大
衆
運
動
の
次
元
で
新
た
な
領
域
を
開
い
た
」
。
青
年
期
に
マ
ナ
ー
ル
派

の
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
の
影
響
を
受
け
た
バ
ン
ナ
ー
は
、
同
胞
団
と
い
う
運
動
組
織
で
メ
ン
バ
ー
が
行
動
す
る
た
め
の
思
想
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー

ム
復
興
を
具
体
化
し
た
。
本
章
で
は
、
バ
ン
ナ
ー
思
想
に
お
け
る
信
仰
心
と
行
動
の
重
視
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
の
個
人
的

信
仰
心
が
い
か
に
し
て
同
胞
団
の
活
動
へ
関
連
付
け
ら
れ
、
行
動
に
転
化
さ
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

第
一
節
信
仰
心
の
重
視

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
基
づ
く
社
会
改
革
を
目
指
す
同
胞
団
で
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
バ
ン
ナ
ー
思
想
に
お
い
て
は
個
人
の
信
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仰
心
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
が
同
胞
団
活
動
の
基
礎
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
個
人
の
信
仰
心
の
確
立
な
く
し
て
、
組
織
と
し
て
の

同
胞
団
の
活
動
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
「
青
年
へ
」
で
は
、
信
仰
心
は
全
て
の
活
動
の
基
礎
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
次
の
よ
う
な
場
合
に
、
あ
る
思
想
は
成
功
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
思
想
を
信
じ
る
こ
と
が
強
固
で
あ
る
場
合
、
そ
の
た
め
の
誠
実
な
献
身
が
多
く
あ
る
場

　
合
、
そ
れ
へ
の
情
熱
が
大
い
な
る
も
の
と
な
る
場
合
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
自
己
犠
牲
と
行
動
を
伴
う
決
意
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
四
つ
の
根
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
的
な
柱
か
ら
な
る
。
そ
れ
は
、
青
年
の
特
性
で
あ
る
信
仰
、
誠
実
さ
、
情
熱
、
行
動
で
あ
る
。
信
仰
の
基
礎
は
賢
明
な
心
で
あ
る
。

　
信
仰
心
を
基
礎
と
し
て
重
視
す
る
記
述
は
複
数
個
所
で
見
ら
れ
、
例
え
ば
「
ク
ル
ア
ー
ン
の
旗
下
に
あ
る
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」
で
は
、
「
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

仰
心
こ
そ
、
我
々
が
最
初
に
備
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
「
正
統
な
イ
ス
ラ
ム
（
節
一
一
図
。
う
一
驚
騰
P
　
⇔
一
一
瞥
四
ご
蹴
）
」
に
基
づ
く

も
の
と
さ
れ
る
。

　
　
我
々
は
ム
ス
リ
ム
の
個
人
・
家
族
・
国
家
を
欲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
が
広
が
り
、
全
て
の
規
則
に
影
響
を
与
え
、
イ

　
　
ス
ラ
ー
ム
の
色
に
染
め
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
我
々
は
ど
こ
に
も
到
達
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
我
々
は
、
正
統
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
根
幹

　
　
に
基
づ
き
、
独
立
し
た
思
考
を
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
西
洋
の
理
論
や
志
向
に
縛
り
付
け
る
模
倣
の
思
想
の
根
幹
に
依
拠
す
る
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な

　
　
い
。
偉
大
で
栄
光
あ
る
国
家
と
し
て
、
我
々
の
生
活
の
基
本
的
要
素
や
特
徴
に
よ
っ
て
、
［
西
洋
と
］
区
別
し
た
い
。
そ
の
国
家
に
は
、
歴
史
的
に
最
古
で

　
　
優
れ
た
し
る
し
が
あ
る
の
だ
。
我
々
は
、
正
統
な
イ
ス
ラ
ー
ム
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
色
に
強
く
確
実
に
染
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
意
識
や
感
情
に
浸
透
し
、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
の
奥
底
・
核
心
に
ま
で
染
み
つ
い
た
。

　
バ
ン
ナ
！
は
、
同
胞
団
を
「
正
統
な
イ
ス
ラ
ー
ム
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
思
想
に
基
づ
く
組
織
で
あ
る
と
考
え
、
同
胞
団
へ
の
対
応
に
し
た

が
っ
て
、
人
々
を
信
仰
者
、
錦
窯
す
る
者
、
利
己
主
義
者
、
偏
見
を
抱
く
も
の
の
四
類
型
に
分
類
し
て
い
る
。

　
　
同
胞
団
の
教
宜
を
信
じ
、
言
葉
を
信
頼
し
、
諸
原
則
を
高
く
評
価
し
、
そ
こ
に
精
神
の
拠
り
所
と
魂
の
信
じ
る
善
を
見
出
す
者
が
、
信
仰
者
で
あ
る
。

　
　
我
々
は
信
仰
者
に
対
し
、
急
ぎ
我
々
に
加
わ
り
、
行
動
を
と
も
に
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
る
。
そ
れ
は
、
ジ
ハ
ー
ド
の
戦
士
の
数
を
増
や
し
、
教
宣
者
の
声
を
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さ
ら
に
高
め
る
た
め
で
あ
る
。
行
動
の
伴
わ
な
い
信
仰
は
意
味
が
な
く
、
信
奉
者
を
そ
の
実
現
や
自
己
犠
牲
に
導
か
な
い
信
仰
箇
条
は
役
に
立
た
な
い
。

　
…
ア
ッ
ラ
ー
の
素
顔
が
は
っ
き
り
と
分
か
ら
ず
、
我
々
の
言
葉
に
誠
実
さ
と
利
益
の
意
味
を
見
出
さ
な
い
者
は
、
動
揺
し
、
騰
面
す
る
者
で
あ
る
。
－

ど
の
よ
う
な
利
益
が
戻
っ
て
く
る
の
か
、
貢
献
が
ど
の
よ
う
な
見
返
り
を
も
た
ら
す
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
支
援
し
な
い
よ
う
な
利
己
主
義
者
に
対
し

て
、
我
々
は
［
次
の
よ
う
に
］
言
う
。
憐
み
を
。
我
々
に
は
何
も
報
奨
は
な
い
が
、
あ
な
た
が
誠
実
に
ふ
る
ま
え
ば
、
ア
ッ
ラ
ー
㊨
報
奨
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ア
ッ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
心
に
善
を
見
出
せ
ば
、
楽
園
が
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
…
…
あ
る
者
が
我
々
を
悪
意
で
と
ら
え
、
疑
念
や
不
信
の
冒
で
見
る
な
ら
ば
、

そ
の
偏
見
を
抱
く
者
は
必
ず
我
々
を
暗
い
視
線
で
と
ら
え
る
だ
ろ
う
。
混
乱
と
疑
念
に
満
ち
た
言
葉
で
我
々
を
論
じ
、
自
惚
れ
に
こ
だ
わ
り
、
疑
念
に
惑
わ

さ
れ
、
偏
見
に
固
執
し
て
、
我
々
を
否
定
す
る
だ
ろ
う
。
我
々
は
こ
の
よ
う
な
［
偏
見
を
抱
く
者
］
者
も
愛
し
続
け
、
彼
が
我
々
の
側
に
纏
り
、
我
々
の
教

宣
に
満
足
す
る
こ
と
を
望
む
。
…
…
人
々
が
こ
れ
ら
［
の
四
類
型
〕
か
ら
我
々
と
と
も
に
～
つ
に
な
る
こ
と
を
我
々
は
望
む
。
今
こ
そ
、
ム
ス
リ
ム
が
そ
の

目
的
を
認
識
し
、
指
針
を
定
め
、
目
的
に
到
達
で
き
る
よ
う
、
努
力
す
る
時
で
あ
る
。
混
乱
に
満
ち
た
暗
愚
・
無
思
慮
な
思
考
・
無
知
な
精
神
・
盲
従
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
て
皆
が
た
だ
従
っ
て
き
た
も
の
は
全
て
、
信
仰
者
の
役
に
は
立
た
な
い
。
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こ
こ
で
は
、
同
胞
団
の
思
想
を
受
け
入
れ
る
者
こ
そ
が
信
仰
者
で
あ
り
、
同
胞
団
の
活
動
に
急
ぎ
加
わ
る
こ
と
が
訴
え
か
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
々
が
信
仰
心
を
確
立
し
た
上
で
、
さ
ら
に
同
胞
団
の
思
想
を
理
解
・
受
容
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

第
二
節
行
動
主
義

　
バ
ン
ナ
ー
は
個
人
の
信
仰
心
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
行
動
に
よ
っ
て
個
人
の
信
仰
心
を
実
践
に
移
す
こ
と
を
奨
励
し
た
。
当
時
の
エ
ジ
プ
ト

社
会
で
は
、
近
代
化
政
策
に
伴
う
伝
統
的
イ
ス
ラ
ー
ム
の
解
体
に
よ
っ
て
、
人
々
は
か
つ
て
の
よ
う
に
ギ
ル
ド
や
農
村
・
都
市
に
お
け
る
地
域

共
同
体
に
依
拠
し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
従
っ
て
生
活
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
バ
ン
ナ
ー
は
信
仰
心
を

確
立
し
た
人
々
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
実
践
す
る
場
と
し
て
、
彼
の
創
設
し
た
同
胞
団
と
い
う
組
織
を
示
し
た
。
「
青
年
へ
」
で
は
、
次
の
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よ
う
に
同
胞
団
へ
加
わ
り
行
動
す
る
こ
と
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。

　
　
も
し
、
あ
な
た
が
た
が
我
々
の
思
想
を
信
じ
、
我
々
の
歩
み
に
従
い
、
我
々
と
と
も
に
正
統
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
た
め
に
進
み
、
我
々
の
も
の
以
外
の
全
て

　
の
思
想
を
放
棄
し
、
あ
な
た
が
た
の
信
仰
箇
条
の
た
め
に
全
て
の
努
力
を
捧
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
な
た
が
た
に
と
っ
て
現
世
と
来
世
で
の
善
と
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
ア
ッ
ラ
ー
が
望
む
な
ら
、
初
期
の
サ
ラ
フ
た
ち
の
下
で
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
、
あ
な
た
が
た
の
下
で
も
実
現
す
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
が
た
の
中
か
ら

　
生
ま
れ
る
誠
実
な
行
動
者
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
だ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
そ
の
熱
意
を
称
揚
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
動
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
誠
実
な
者
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
な
ら
、
そ
の
行
動
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
活
性
化
の
た
め
に
身
を
捧
げ
る
で
あ
ろ
う
。

　
同
様
に
、
「
ク
ル
ア
ー
ン
の
旗
下
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」
で
も
、
人
々
に
対
し
て
同
胞
団
メ
ン
バ
ー
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
述

べ
て
い
る
。

　
　
努
力
を
続
け
よ
、
行
動
せ
よ
、
ア
ッ
ラ
ー
は
あ
な
た
が
た
の
味
方
で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
の
行
動
は
、
あ
な
た
が
た
を
害
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
我
々
を

　
支
持
し
て
い
る
者
は
、
す
で
に
勝
者
で
あ
る
。
敬
慶
だ
が
今
日
は
躍
点
し
た
者
も
、
明
日
に
は
我
々
に
加
わ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
早
く
加
わ
る
方
が
よ

　
り
良
い
。
…
…
実
践
的
な
信
仰
者
よ
、
忠
実
な
ジ
ハ
ー
ド
の
戦
士
よ
、
我
々
の
下
へ
集
え
。
不
実
な
者
た
ち
が
い
る
。
こ
こ
に
は
、
門
ア
ッ
ラ
ー
へ
通
じ
る
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
平
ら
で
真
っ
す
ぐ
な
道
が
あ
る
。
［
そ
の
道
で
は
、
］
力
と
努
力
は
、
抑
制
さ
れ
な
い
の
だ
。

　
「
青
年
へ
」
で
は
、
同
胞
団
が
最
優
先
と
す
る
義
務
の
一
つ
と
し
て
行
動
を
位
置
付
け
て
い
る
。

　
　
我
々
同
胞
団
の
最
優
先
の
義
務
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
人
々
に
対
し
て
、
［
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
誤
っ
た
］
過
剰
や
過
少
や
混
乱
の
な
い
よ

　
う
完
全
か
つ
明
瞭
な
形
で
、
こ
の
［
同
胞
団
が
唱
え
る
］
イ
ス
ラ
ー
ム
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
思
想
に
お
け
る
理
論
的
側
面
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
人
々
に
対
し
て
、
そ
の
［
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
の
］
実
現
を
求
め
、
実
行
を
促
が
し
、
行
動
へ
導
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
に
お
け
る
行
動
的
側
面
で
あ
る
。

　
バ
ン
ナ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
行
動
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
適
切
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教

え
に
基
づ
く
方
策
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
が
西
洋
諸
国
に
よ
る
支
配
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
述
べ
る
。
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ム
ス
リ
ム
同
胞
団
は
、
…
…
人
々
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
諸
原
則
を
基
礎
と
す
る
た
め
行
動
す
る
よ
う
求
め
る
。
こ
の
基
礎
の
上
に
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
諸
相

　
に
お
け
る
近
代
的
東
洋
の
復
興
が
築
か
れ
る
。
ま
た
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
諸
原
則
と
相
容
れ
ず
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
裁
定
と
衝
突
す
る
よ

　
う
な
復
興
を
、
堕
落
し
失
敗
し
た
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
か
ら
は
、
国
家
は
重
大
な
犠
牲
を
無
駄
に
払
う
こ
と
に
な
る
。
復
興
を
望
む
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
家
に
と
っ
て
良
い
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
裁
定
に
従
っ
て
復
興
の
最
短
の
道
を
行
く
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
バ
ン
ナ
ー
は
人
々
を
行
動
へ
う
な
が
す
だ
け
で
は
不
十
分
と
し
て
い
る
。
人
々
の
行
動
を
正
し
く
導
く
た
め
に
、
同
胞
団
は
正
し
く

明
確
な
指
針
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
　
私
は
方
策
に
つ
い
て
話
そ
う
。
そ
れ
は
三
つ
の
基
本
的
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
思
想
は
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
①
行
動
の
た
め
の
適
切
な
方
法
論
。
同
胞
団
は
、
そ
れ
を
ア
ッ
ラ
ー
の
書
〔
ク
ル
ア
ー
ン
〕
、
彼
の
使
徒
〔
ム
ハ
ン
マ
ド
〕
の
ス
ン
ナ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

　
諸
原
則
の
申
に
見
出
し
た
。
我
々
は
、
ム
ス
リ
ム
が
活
発
で
純
粋
で
あ
り
、
偽
り
や
不
実
か
ら
大
き
く
距
離
を
置
く
こ
と
を
義
務
に
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
下
で
、
簡
潔
・
広
範
・
包
括
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を
学
ぶ
よ
う
努
め
る
。

　
　
②
信
仰
深
い
実
践
者
。
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
宗
教
〔
イ
ス
ラ
ー
ム
〕
か
ら
理
解
し
た
こ
と
を
容
赦
な
く
的
確
に
適
用
す
る
。
同
胞
団
は
、

　
　
ア
ッ
ラ
ー
の
恩
恵
の
下
で
、
自
分
た
ち
の
思
想
を
僑
じ
、
そ
の
目
的
に
満
足
し
、
ア
ッ
ラ
ー
に
献
身
す
れ
ば
ア
ッ
ラ
ー
が
自
分
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
と
信

　
じ
て
い
る
。
同
胞
団
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
〔
ム
ハ
ン
マ
ド
〕
の
導
き
の
下
で
前
進
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
③
信
頼
に
値
す
る
確
固
た
る
指
導
力
。
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
は
自
分
た
ち
が
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
と
気
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
指
導
に
従
い
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
の
旗
の
下
で
活
動
し
て
い
る
。

　
「
青
年
へ
」
に
お
い
て
も
、
「
同
胞
団
は
、
ム
ス
リ
ム
が
万
事
に
お
い
て
指
導
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
常
に
示
そ
う
と
し
て
い

る
。
彼
ら
は
、
知
識
・
力
・
健
全
さ
・
金
銭
な
ど
の
万
事
に
お
い
て
、
指
導
力
・
行
動
・
ジ
ハ
ー
ド
・
先
導
を
行
わ
ず
に
満
足
は
し
な
い
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
、
そ
の
遅
れ
は
全
て
の
局
面
に
お
い
て
、
我
々
の
思
想
に
対
す
る
害
悪
で
あ
り
、
我
々
の
宗
教
の
教
え
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
同
様

の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
昨
日
と
今
日
の
問
で
」
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
く
社
会
改
革
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教
宣
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を
行
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
信
仰
心
に
関
連
付
け
て
示
し
て
い
る
。

　
　
我
々
は
、
い
か
に
し
て
こ
れ
ら
の
目
標
に
到
達
す
る
か
？
演
説
三
組
論
・
手
紙
・
研
究
・
講
義
・
病
気
の
診
断
・
薬
の
処
方
。
こ
れ
ら
全
て
は
単
独
で
は

　
役
に
立
た
ず
、
一
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
も
、
諸
目
標
の
う
ち
の
一
つ
へ
の
呼
び
か
け
に
も
な
れ
な
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
宣
は
手
段
と
し
て

　
疑
い
な
く
そ
れ
ら
を
採
用
し
、
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
宣
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
一
般
的
な
手
段
は
代
替
で
き
ず
、
変
化
せ
ず
、
以
下
の
三
つ
の
事
項

　
か
ら
は
み
出
さ
な
い
。
①
深
い
信
仰
。
②
正
確
さ
の
形
成
。
③
不
断
の
作
業
。
こ
れ
ら
が
あ
な
た
が
た
の
一
般
的
手
段
で
あ
る
。
同
胞
団
員
よ
。
あ
な
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
た
の
理
念
を
信
じ
よ
。
そ
の
周
囲
に
集
え
、
そ
の
た
め
に
行
動
し
、
そ
れ
の
上
に
確
固
と
し
て
立
て
。

　
こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
信
仰
心
を
行
動
に
転
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
、
お
よ
び
人
々
が
同
胞
団
に
加
わ
る
こ
と
で
信
仰
を
実
践
す
る
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
バ
ン
ナ
ー
は
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
る
。
マ
ナ
ー
ル
派
は
知
的
エ
リ
ー
ト
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
試
み
は
知
的
エ
リ
ー
ト
の
サ
ー
ク
ル
内
に
と
ど
ま
り
、
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
バ
ン
ナ
ー
は
一
般
の
人
々
ヘ
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
る
社
会
改
革
を
広
く
訴
え
か
け
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
行
動
を

求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
践
的
な
行
動
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
バ
ン
ナ
ー
思
想
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
節
段
階
主
義

　
バ
ン
ナ
1
は
、
人
々
に
対
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。
同
時
に
、
バ
ン
ナ
ー
は
そ
の
実
践
方
法
に
つ
い

て
も
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
「
青
年
へ
」
に
お
い
て
、
そ
の
方
法
論
は
次
の
よ
う
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
方
法
論
は
、
そ
の
段
階
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
自
ら
が
望
む
と
こ
ろ
を
完
余
に
知
っ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
望
み
を

　
実
現
す
る
た
め
の
方
法
を
知
っ
て
い
る
。

　
　
①
ま
ず
我
々
は
、
思
想
・
信
仰
・
人
格
・
感
情
・
行
動
・
振
る
舞
い
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
男
性
を
欲
す
る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
［
考
え
る
］
個
人
の
形

　
成
で
あ
る
。
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②
次
に
我
々
は
、
思
想
・
信
仰
・
人
格
・
感
情
・
行
動
・
振
る
舞
い
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
の
家
族
を
欲
す
る
。
…
…
こ
れ
は
、
我
々
の
［
考
え
る
］
家

族
の
形
成
で
あ
る
。

　
③
次
に
我
々
は
、
同
様
に
全
て
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
の
民
衆
を
欲
す
る
…
…
。

　
④
次
に
我
々
は
、
ム
ス
リ
ム
の
政
府
を
欲
す
る
。
…
…
我
々
は
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
統
治
体
制
の
復
活
と
、
こ
の
体
制
の
原
則
に
従
う

イ
ス
ラ
ー
ム
政
府
の
形
成
に
尽
力
す
る
。

　
⑤
次
に
我
々
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
祖
国
の
あ
ら
ゆ
る
箇
所
と
固
く
結
束
す
る
こ
と
を
欲
す
る
。
［
現
在
、
］
イ
ス
ラ
ー
ム
の
祖
国
は
、
西
洋
の
政
策
に
よ
り

分
割
さ
れ
、
破
綻
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
…
…
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
民
衆
の
自
由
の
［
奪
わ
れ
た
］
長
い
苦
難
や
、
そ
こ
に
お
け
る
他
国
の
独
断
［
的

行
動
］
に
対
し
て
、
口
を
閉
ざ
す
こ
と
は
な
い
。
…
…
我
々
は
、
そ
の
解
放
、
救
済
、
束
縛
か
ら
の
自
由
、
相
互
連
帯
の
た
め
に
努
力
す
る
。

　
⑥
次
に
我
々
は
以
下
の
こ
と
を
欲
す
る
。
…
…
不
幸
に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
の
光
が
奪
わ
れ
、
そ
の
後
半
借
仰
者
の
手
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
、
高
く
た

な
び
く
ア
ッ
ラ
ー
の
旗
が
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
…
…
我
々
の
任
務
と
は
、
正
義
と
公
正
そ
し
て
入
々
の
問
に
お
け
る
［
イ
ス
ラ
ー
ム
の
］
光
と
導
き
の

普
及
に
依
拠
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
の
栄
光
を
圓
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
⑦
次
い
で
我
々
が
欲
す
る
の
は
、
我
々
の
教
宣
が
、
世
界
中
に
広
く
知
れ
渡
り
、
全
て
の
人
々
に
届
き
、
遠
隔
の
地
に
も
普
及
し
、
全
て
の
抑
圧
者
を
屈

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

服
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
、
バ
ン
ナ
ー
思
想
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
段
階
主
義
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
実
践
し
、
イ
ス
ラ
ー

ム
に
基
づ
く
社
会
改
革
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
革
命
や
ク
ー
デ
タ
の
よ
う
な
実
力
行
使
に
よ
る
「
上
か
ら
」
の
奪
権
で
は
な
く
、
個
人
の
信

仰
心
を
出
発
点
に
「
下
か
ら
」
段
階
的
に
改
革
を
志
向
す
る
と
い
う
非
急
進
的
な
方
法
論
で
あ
る
。
バ
ン
ナ
ー
が
こ
の
段
階
主
義
を
重
視
す
る

理
由
は
次
の
よ
う
に
推
測
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
当
時
の
同
胞
団
活
動
を
実
際
に
支
え
た
人
々
は
、
国
政
を
担
う
政
治
家
や
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な

教
育
を
受
け
た
知
識
人
で
は
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
の
一
般
的
な
民
衆
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
対
し
て
初
め
か
ら
政
治
活
動
や
武
力
を
伴
う
独
立

闘
争
を
要
求
す
る
こ
と
は
難
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
バ
ン
ナ
ー
は
一
般
的
な
メ
ン
バ
ー
の
教
育
・
組
織
化
を
重
視
し
、
段
階
的
・
漸
進
的
に
組
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織
目
標
を
達
成
す
る
方
法
論
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
段
階
論
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
の
個
人
単
位
の
信
仰
心
を
イ
ス

ラ
ー
ム
復
興
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
個
人
、
家
族
、
社
会
、
政
府
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
家
の
連
帯
、

西
洋
諸
国
か
ら
の
解
放
へ
と
至
る
段
階
主
義
的
な
方
法
論
に
よ
っ
て
、
個
人
的
な
信
仰
心
が
最
終
的
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
再
興
に
も
繋
が

る
と
い
う
構
図
が
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
と
も
に
歩
む
組
織
と
し
て
同
胞
団
が
存
在
す
る
と
、
バ
ン
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
主
張
す

る
。　

　
我
々
〔
同
胞
団
〕
は
、
ム
ス
リ
ム
を
生
み
出
す
た
め
に
、
自
分
自
身
を
育
て
る
。
我
々
は
、
ム
ス
リ
ム
の
家
族
を
生
み
出
す
た
め
に
、
自
ら
の
家
族
を
育

　
　
て
る
。
我
々
は
ム
ス
リ
ム
の
民
衆
を
生
み
出
す
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
民
衆
を
育
て
る
。
我
々
は
、
ム
ス
リ
ム
の
民
衆
の
一
部
で
あ
る
。
我
々
は
、
目
標
の

　
達
成
へ
向
け
て
、
ま
た
自
ら
［
勝
手
に
定
め
た
の
］
で
は
な
く
ア
ッ
ラ
ー
が
我
々
の
た
め
に
定
め
た
目
標
へ
向
け
て
、
堅
実
な
足
取
り
で
繭
進
ず
る
。
…
…

　
　
そ
の
た
め
に
、
す
で
に
我
々
は
、
揺
る
が
な
い
信
仰
、
止
む
こ
と
の
な
い
行
動
、
弱
ま
る
こ
と
の
な
い
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
信
頼
、
ア
ッ
ラ
ー
が
殉
教
者
に
会
う

　
最
も
幸
福
な
日
の
［
た
め
の
］
心
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
胞
団
の
方
法
論
は
国
内
外
を
問
わ
ず
政
治
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
我
々
は
そ
れ
を
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
ラ
ー
ム
か
ら
導
き
出
し
て
き
た
。

　
個
人
の
信
仰
心
が
国
家
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
示
す
例
と
し
て
は
、
「
新
た
な
局
面
に
お
け
る
我
々
の
教
宣

（
∪
凶
．
≦
讐
⇔
畠
ゆ
月
署
弓
討
爵
α
ご
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
自
分
自
身
か
ら
溢
れ
出
る
に
違
い
な
い
こ
の
強
い
感
情
、
我
々
が
人
々
に
呼
び
か
け
る
こ
の
精
神
的
覚
醒
は
、
生
活
に
実
践
的
な
繋
が
り
を
持
つ
必
要
が

　
　
あ
る
。
間
違
い
な
く
、
実
践
的
な
復
興
は
個
人
、
家
族
、
社
会
を
含
む
の
で
あ
る
。

　
　
①
行
動
の
覚
醒
が
個
人
に
働
き
か
け
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
各
々
に
欲
す
る
時
に
い
つ
で
も
、
際
立
っ
た
模
範
［
と
し
て
の
個
人
］
が
現

　
　
れ
る
。
…
…
我
々
は
ム
ス
リ
ム
の
兄
弟
に
対
し
て
、
次
の
こ
と
を
義
務
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
精
神
力
を
高
め
る
た
め
、
ア
ッ
ラ
ー
の
命
令
に
従
う

　
　
こ
と
。
彼
ら
の
覚
醒
を
広
め
る
た
め
、
知
識
が
含
意
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
。
彼
ら
の
意
思
を
強
め
る
た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
本
来
の
性
質
に
従
っ
て
行
動
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す
る
こ
と
。
ア
ッ
ラ
ー
が
彼
ら
の
身
体
を
病
気
や
疾
病
か
ら
守
る
よ
う
に
、
飲
食
や
睡
眠
に
つ
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
規
則
を
遵
守
す
る
こ
と
で
あ
る
…
…
。

　
　
②
こ
の
個
入
の
改
革
は
、
家
族
に
も
影
響
す
る
。
家
族
は
個
人
の
集
ま
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
家
族
の
柱
と
な
る
男
女
が
［
自
ら
を
］
改
革
す
る
な
ら
、
両

　
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
諸
原
則
に
沿
う
模
範
的
な
家
族
と
な
れ
る
…
…
。

　
　
③
家
族
が
改
革
さ
れ
れ
ば
、
国
家
も
改
革
さ
れ
る
。
国
家
は
家
族
の
集
ま
り
だ
か
ら
だ
。
家
族
は
小
さ
な
国
家
で
あ
り
、
国
家
は
大
き
な
家
族
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
国
家
に
幸
福
な
社
会
生
活
の
諸
原
則
を
伝
え
た
。
人
々
の
間
に
兄
弟
の
絆
を
作
り
、
そ
れ
を
信
仰
の
集
団
と
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
段
階
主
義
は
、
国
際
的
な
教
宣
の
発
展
に
関
し
て
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
「
光
へ
向
か
っ
て
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

る
。　

　
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
祖
国
の
国
境
を
拡
大
し
、
そ
の
自
由
と
栄
光
の
た
め
に
善
行
と
自
己
犠
牲
に
努
め
て
き
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
理
解
に
よ

　
れ
ば
、
そ
の
祖
国
と
は
次
の
諸
点
か
ら
な
る
。

　
　
①
ま
ず
、
特
定
の
国
。
②
次
い
で
、
他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
へ
拡
大
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
全
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
祖
国
で
あ
り
、
住
処
と
な
る
。
③
そ
し

　
て
、
最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
へ
拡
大
す
る
。
そ
れ
は
、
初
期
世
代
の
ム
ス
リ
ム
が
高
貴
で
偉
大
な
血
を
持
っ
て
建
国
し
、
ア
ッ
ラ
ー
の
旗
を
掲
げ
た
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
で
あ
る
…
…
。
④
そ
し
て
［
最
後
に
］
、
ム
ス
リ
ム
の
祖
国
は
、
こ
の
世
の
全
て
を
含
む
ま
で
に
拡
大
す
る
。

　
段
階
主
義
は
、
本
節
で
挙
げ
た
引
用
箇
所
以
外
に
も
バ
ン
ナ
ー
の
論
考
の
各
所
に
見
出
さ
れ
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
非
常
に
重
要
な
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
個
人
の
確
固
た
る
信
仰
心
を
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
い
う
大
き
な
目
標
に
繋
げ
る
と
い
う
バ
ン
ナ
ー
の
理
論
構
成
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
信
仰
心
に
基
づ
き
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
実
践
す
る
場
と
し
て
、
同
胞
団
と
い
う
組
織
が
人
々
に

提
示
さ
れ
て
い
た
。

第
四
節
　
包
　
括
　
主
　
義

バ
ン
ナ
ー
は
創
設
当
初
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
社
会
全
体
で
包
括
的
に
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
は
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
を
限
定
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⑰

的
な
も
の
で
は
な
く
、
現
世
や
来
世
の
全
て
に
お
よ
ぶ
広
範
な
も
の
」
と
し
て
理
解
し
、
「
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
諸
相
を
対
象
と
す
る
包
括
的
な

　
⑱
制
度
」
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
社
会
全
体
に
適
用
す
る
必
要
性
を
説
い
た
。
彼
は
、
同
胞
団
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
実
現
す
る
た

め
の
綴
織
と
し
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
社
会
全
体
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
を
目
指
し
た
。
そ
こ
に
は
、
バ
ン
ナ
ー
思
想
の
特
徴
で
あ
る

包
括
主
義
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
バ
ン
ナ
ー
は
一
九
三
九
年
の
第
五
回
総
会
に
お
い
て
、
同
胞
団
を
次
の
よ
う
に
自
己
定
義
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
イ
ス
ラ
ー
ム
の
原
典
へ
回

帰
す
る
「
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
の
ダ
ア
ワ
」
、
②
預
言
者
の
ス
ン
ナ
に
全
て
を
立
脚
す
る
「
ス
ン
ナ
の
道
」
、
③
内
面
の
浄
化
を
臣
指
す
「
ス
ー
フ

ィ
ー
の
真
理
」
、
④
ウ
ン
マ
の
統
治
・
外
交
の
改
革
を
希
求
す
る
「
政
治
組
織
」
、
⑤
貴
務
に
耐
え
う
る
強
健
な
肉
体
を
創
出
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
、
⑥
知
識
と
学
習
を
推
進
す
る
「
知
的
・
文
化
的
団
体
」
。
⑦
正
し
い
財
の
活
用
を
目
指
す
「
経
済
的
企
業
」
、
⑧
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
病
弊
を
解
消
し
、
ウ
ン
マ
の
快
癒
を
目
指
す
「
社
会
思
想
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
実
践
す
る
た
め
な

ら
、
何
で
も
す
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　
こ
の
自
己
定
義
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
バ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
岡
解
団
活
動
は
特
定
の
領
域
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
社
会

の
様
々
な
領
域
で
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
同
胞
団
メ
ン
バ
ー
は
多
種
多
様
な
活
動
に
参
加
し
、
そ
こ
に
お
け
る
行
動
で
イ
ス
ラ
ー

ム
の
教
え
を
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
る
社
会
改
革
の
た
め
に
は
、
同
胞
団
の
活
動
を
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
対
象
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
バ
ン
ナ
ー
は
考
え
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
バ
ン
ナ
ー
は
「
我
々
の
教
宣
」
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
同
様
に
、
今
日
の
教
宣
の
手
段
は
過
去
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
教
宣
の
手
段
は
、
説
教
や
集
会
で
の
言
葉
で
あ
り
、
書
簡
や
演
説
原
稿
に

　
あ
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、
様
々
な
出
版
物
・
雑
誌
・
新
聞
・
通
信
・
劇
場
・
映
画
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
手
段
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
全
て
が
、
男
女
を

　
問
わ
ず
、
家
庭
・
商
店
・
工
場
・
農
場
に
い
る
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
心
へ
伝
え
る
手
段
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
提
唱
子
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
達
手
段
全
て
を
巧
み
に
利
用
し
、
そ
れ
が
望
ま
し
い
結
果
に
至
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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バ
ン
ナ
i
思
想
が
個
人
の
信
仰
心
を
組
織
活
動
へ
い
か
に
し
て
転
化
し
た
の
か
を
考
察
す
る
際
に
、
こ
の
包
括
主
義
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

バ
ン
ナ
ー
は
、
個
人
の
信
仰
心
を
重
視
し
、
そ
れ
を
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
た
め
の
基
礎
と
位
置
付
け
た
。
そ
し
て
、
人
々
へ
同
胞
団
に
加
わ
り
、

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
実
践
す
る
よ
う
に
訴
え
た
。
そ
の
実
践
の
た
め
に
段
階
主
義
に
基
づ
く
漸
進
的
な
方
法
論
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
メ
ン

バ
ー
の
個
人
的
な
信
仰
心
と
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
い
う
大
き
な
目
標
を
関
連
付
け
、
メ
ン
バ
ー
が
身
の
回
り
か
ら
始
め
ら
れ
る
容
易
な
も
の
で

あ
る
と
し
た
。
も
し
、
バ
ン
ナ
ー
が
こ
こ
で
考
え
を
止
め
て
い
た
な
ら
ば
、
同
胞
団
は
こ
れ
ほ
ど
の
発
展
を
遂
げ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
、
人
々
に
行
動
と
同
胞
団
へ
の
加
入
を
訴
え
か
け
る
だ
け
の
思
想
で
は
、
必
ず
し
も
人
々
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
実
践
す
る
行

動
へ
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
バ
ン
ナ
ー
思
想
が
革
新
的
で
あ
っ
た
理
由
は
、
実
際
に
人
々
が
参
加
で
き

る
多
種
多
様
な
同
胞
団
活
動
を
提
示
し
、
メ
ン
バ
ー
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
諸
活
動
で
実
践
で
き
る
と
い
う
理
論
構
成
を
し
た
点
に
あ
る
。

バ
ン
ナ
ー
が
理
論
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
、
行
動
を
実
践
す
る
思
想
を
構
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
実
際
に
、
二
〇
世
紀
前
半
の
同
胞
団
で
は
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
、
そ
こ
へ
多
数
の
メ
ン
バ
ー
が
動
員
さ
れ
て
い
た
。
他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主

義
運
動
も
実
施
し
て
い
た
モ
ス
ク
運
営
や
学
校
運
営
は
、
同
胞
団
も
創
設
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
た
。
同
胞
団
は
モ
ス
ク
の
修
理
・
建
設
に
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

極
的
に
従
事
し
、
必
要
に
応
じ
て
イ
マ
ー
ム
（
礼
拝
の
導
師
）
や
説
教
師
の
派
遣
を
行
っ
た
。
教
育
活
動
は
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
周
辺
住
民

に
も
開
放
さ
れ
て
お
り
、
識
字
学
校
、
金
曜
学
校
、
ク
ル
ア
ー
ン
暗
証
学
校
、
幼
稚
園
が
運
営
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
が

　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

精
力
的
に
行
わ
れ
た
。
新
聞
、
雑
誌
、
小
冊
子
の
刊
行
も
盛
ん
で
、
同
胞
団
の
教
宣
を
広
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。

　
同
胞
団
で
は
、
青
年
メ
ン
バ
ー
が
組
織
の
次
世
代
を
担
う
人
材
と
し
て
重
視
さ
れ
、
彼
ら
を
対
象
と
す
る
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
。
大
学
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ど
の
教
育
機
関
で
学
生
の
組
織
化
が
行
わ
れ
、
組
織
化
さ
れ
た
学
生
メ
ン
バ
ー
は
デ
モ
な
ど
の
街
頭
行
動
へ
多
く
が
動
員
さ
れ
た
。
ま
た
、
身

体
強
化
と
精
神
教
育
を
目
的
に
、
青
年
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
、
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
が

　
　
　
⑮

な
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
同
胞
団
は
、
社
会
問
題
へ
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
労
働
組
合
の
組
織
化
、
就
職
斡
旋
な
ど
の
失
業
者
対
策
、
労
働
者
教
育
、
労
働
関
係
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

法
硬
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
貧
困
問
題
対
策
と
し
て
困
窮
家
庭
へ
の
金
銭
的
援
助
、
農
民
の
生
活
水
準
向
上
の
た
め
の
活
動
も
あ
っ
た
。
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
委
員
会
が
同
胞
団
に
は
あ
り
、
こ
の
委
員
会
は
一
九
四
八
年
に
五
〇
の
支
部
と
五
〇
〇
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
を
擁
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

保
健
・
医
療
活
動
で
は
、
無
料
診
療
所
や
病
院
の
設
立
・
運
営
、
保
健
衛
生
知
識
の
普
及
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
胞
団
は
企
業
活

動
に
も
進
出
し
、
二
〇
世
紀
前
半
に
は
七
つ
の
企
業
を
経
営
し
た
。
企
業
経
営
を
通
じ
て
、
自
主
財
政
基
盤
の
強
化
、
民
族
経
済
の
強
化
な
ど

　
　
　
　
⑫

が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
興
昧
深
い
も
の
と
し
て
は
、
都
市
建
設
計
画
が
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ル
ド
・
カ
イ
ロ
の
一
角
に
、
理
想
都
市
建
設
を
試

み
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
前
半
の
同
胞
団
は
社
会
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
筆
者
が
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
バ
ン
ナ
ー
の
ジ
ハ
ー

ド
論
で
は
、
同
胞
団
の
諸
活
動
は
社
会
改
革
を
通
じ
て
祖
国
解
放
に
貢
献
す
る
「
社
会
運
動
と
し
て
の
ジ
ハ
ー
ド
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ジ
ハ
ー
ド
を
実
践
す
る
方
策
と
し
て
称
揚
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
同
胞
団
活
動
に
お
い
て
こ
そ
ジ
ハ
ー
ド
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
実
践

で
き
る
と
い
う
理
論
構
成
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
個
人
の
信
仰
心
を
組
織
活
動
、
さ
ら
に
は
軍
事
活
動
へ
の
献
身
に
転
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
個

人
の
信
仰
心
を
組
織
活
動
に
転
化
す
る
バ
ン
ナ
i
思
想
の
典
型
的
な
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ジ
ハ
ー
ド
論
は
、
バ
ン
ナ
i
思
想
の
下
で
メ
ン

バ
ー
を
組
織
活
動
に
動
員
す
る
際
、
さ
ら
な
る
説
得
力
を
岡
胞
団
に
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

①
小
杉
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」
、
五
八
頁
。

②
ミ
ら
§
罫
、
．
H
㌶
鋤
囲
あ
匿
葺
．
．
ミ
§
ミ
、
職
、
や
O
ド

③
早
貯
§
画
．
．
螢
＝
穿
鼠
昌
9
・
囲
自
琶
巨
ヨ
一
β
。
σ
聖
岳
膨
9
〒
ρ
葺
．
倒
戸
、
、
登
ミ
勘
．
斜

　
℃
」
一
ρ

④
ミ
ー
窪
ミ
昼
．
．
竃
霧
算
㌶
ε
二
三
匂
睾
．
β
〒
Z
田
切
塾
圃
。
・
㌶
昌
曽
、
．
登
ミ
勘
．
騨
や

　
一
ω
一
．

⑤
ミ
ー
切
ミ
§
黛
．
．
∪
暫
．
壽
突
鼻
．
．
§
ミ
鴇
、
斜
睾
軍
山
ひ
．

⑥
ミ
肉
§
§
画
．
．
田
臓
・
田
冨
亀
戸
、
．
§
ミ
勘
．
鼻
ワ
δ
P

⑦
寧
窪
§
抽
．
、
餌
＝
聾
為
一
団
〒
ζ
巨
巨
雪
侍
欝
欝
憲
岩
9
ア
ρ
賃
、
鋤
罰
．
．
§
ミ
職
、
斜

　
や
＝
ひ
．

⑧
ミ
南
ミ
ミ
画
．
．
密
苧
。
。
汽
笛
ρ
、
、
§
ミ
勘
．
3
で
で
』
㌣
O
避

⑨
ミ
肉
§
§
黛
．
．
剛
団
弱
含
。
。
冨
望
．
日
量
匹
．
口
宣
碁
。
。
。
・
ψ
．
．
§
§
勘
、
織
ら
．
い
0
．

⑩
ミ
ー
窪
ミ
昼
．
、
望
．
≦
き
鼻
、
、
ミ
＆
ミ
．
亀
”
ワ
ω
ω
．

⑪
ミ
ー
窓
ミ
昼
．
．
密
”
周
あ
冨
9
ρ
、
．
§
§
笥
．
鼻
翼
．
O
。
。
ら
O
幽

⑫
ミ
蜘
§
郵
．
．
ヒ
⇔
超
舞
孚
ぎ
。
。
壽
鶴
。
甲
曜
睾
タ
、
、
ミ
§
慧
．
斜
唱
」
い
い
。

⑬
早
b
コ
§
轟
。
。
図
面
♀
。
。
審
9
σ
り
．
．
ミ
＆
ミ
ミ
．
斜
署
O
い
ら
S

⑭
ミ
蜘
亀
、
§
3
1
、
．
H
団
串
G
。
募
鼠
ρ
、
．
§
ミ
識
．
斜
や
O
“
．

⑮
ミ
ー
建
ミ
昼
．
．
守
．
≦
き
滋
助
月
寒
こ
毬
同
ρ
．
、
ミ
§
鳶
、
亀
”
署
」
彦
山
ω
ρ
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⑯
ミ
肉
§
罫
．
。
蜜
望
9
即
〒
Z
旦
。
、
ミ
§
誌
．
9
寧
刈
㌣
ご
．

⑰
ミ
ー
切
§
§
勲
．
。
冨
．
蓄
言
鼻
、
．
登
§
渇
．
鼻
唱
藁
。
。
山
O
．

⑱
ミ
』
§
、
昼
．
．
菊
冨
貯
鋤
酬
占
帥
．
酬
臨
書
．
、
ミ
§
慧
．
簿
や
ω
。
。
P

⑲
ミ
函
§
、
昼
、
、
”
蔑
冨
国
〒
ζ
ロ
、
欝
暴
『
餌
〒
撃
似
巨
。
。
ゆ
、
、
ミ
＆
ミ
職
．
鼻
署
ミ
O
山
謡

⑳
ミ
恥
§
、
轟
。
。
U
餌
．
蓄
2
貫
．
．
ミ
＆
ミ
ミ
、
麟
℃
や
嵩
山
。
。
幽

⑳
同
胞
団
の
モ
ス
ク
運
営
に
つ
い
て
は
、
竃
魯
婁
蜜
語
ω
睾
q
N
9
貫
早

　
簿
、
ミ
§
匙
㍗
ミ
竃
、
馬
ミ
勘
、
＝
き
ミ
ー
冬
ミ
§
ミ
．
寝
㍗
ミ
匂
斜
6
聾
9
∪
騨
串
日
笛
≦
N
刈
．
≦
国

　
餌
デ
三
器
鐸
串
巨
多
ぜ
斜
鵠
。
F
唱
■
一
ミ
ー
一
い
9

⑫
N
甲
貫
島
㍗
ミ
ミ
魯
貸
㍗
ミ
［
馬
h
§
§
N
”
℃
ワ
一
8
－
這
P
な
お
、
識
字
学
校
で
は
非

　
識
字
者
の
成
年
層
を
対
象
に
ア
ラ
ビ
ア
語
の
教
授
が
行
わ
れ
た
。
金
曜
学
校
や
ク

　
ル
ア
ー
ン
暗
講
学
校
で
は
、
青
少
年
層
を
対
象
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
学
習
が

　
実
施
さ
れ
た
。
幼
稚
園
で
は
、
年
少
者
に
対
す
る
基
礎
教
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

　
提
供
さ
れ
た
。

⑬
N
暫
頁
皐
ミ
ミ
鋤
、
；
㍗
き
h
向
、
触
ミ
§
薯
．
一
文
ム
。
。
P

⑭
ζ
F
§
鴨
恥
a
ミ
ミ
、
、
罵
ミ
飼
焉
馬
ミ
し
。
ミ
、
N
箋
も
℃
」
。
。
一
－
一
。
。
倉
ζ
ぎ
琶
㎞
》
§
偽

　
恥
象
磁
q
駄
、
、
罵
ミ
桝
気
～
ミ
就
き
ミ
七
声
や
一
。
。
O
■

⑯
N
飴
頁
早
ミ
ミ
§
早
§
へ
向
、
、
ミ
§
㌧
毛
」
い
マ
霜
。
。
．

⑳
　
例
え
ば
、
同
胞
団
は
一
九
四
〇
年
代
に
、
ト
ラ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
や
カ

　
イ
ロ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ー
地
区
の
繊
維
業
で
の
労
働
組
合
組
織
化
に
大
き
な
成
功
を
収

　
め
、
同
胞
団
の
影
響
下
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
た
。
ζ
納
8
匿
芦
暴
馬
恥
o
o
に
q

　
ミ
、
、
罷
ミ
霧
、
㍉
ミ
切
巷
ミ
艶
9
唱
ワ
N
。
。
O
山
。
。
ド
ま
た
、
同
胞
団
が
労
働
組
合
へ
の
影

　
響
力
を
有
し
た
業
種
と
し
て
は
、
煙
草
製
造
業
や
製
油
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
長
沢

　
栄
治
「
『
ム
ス
リ
ム
社
会
運
動
㎞
研
究
の
た
め
に
」
小
杉
編
『
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
』

　
七
八
－
八
三
頁
。

⑳
N
器
昼
㍗
ミ
ミ
鋤
、
ζ
㍗
ミ
ミ
馬
ミ
尋
N
”
署
」
い
O
山
い
野

⑱
N
国
巨
資
ミ
ミ
§
葺
き
へ
動
、
、
ミ
§
噛
署
」
轟
い
↓
ま
。

⑳
爵
聾
8
昌
優
冨
§
》
鳶
登
§
自
、
－
窪
ミ
§
≦
§
、
§
ミ
ミ
貯
、
舞
寄
器

　
ピ
螺
日
℃
耳
”
〉
．
o
っ
Z
2
a
8
P
一
ゆ
り
い
も
」
ま
い
N
p
蚤
ミ
ー
寒
、
＝
く
魯
ミ
ー
ミ
竃
、
鳳
§
§
㌧
唱
．

　
一
い
ド

⑳
N
自
。
搭
ミ
ー
ミ
ミ
§
禽
㍗
ミ
ミ
§
§
”
「
や
P
O
ω
る
O
い
山
葺

⑳
N
餌
貫
ミ
鼻
ミ
§
翠
ミ
竈
、
§
§
、
署
。
B
い
山
P
O
■

⑳
N
薗
貫
寧
§
乱
、
N
寧
ミ
因
ミ
馬
ミ
§
署
。
B
O
幽
P
舟
国
信
ω
β
。
巨
。
§
恥
ミ
亀
§

　
葡
、
ミ
ミ
§
”
や
い
S
七
つ
の
会
社
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
事
会
社
、
ア
ラ
ブ
鉱
業

　
採
石
会
社
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
紡
績
繊
維
会
社
、
イ
ス
ラ
ー
ム
日
刊
紙
出
版
社
、

　
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
商
業
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
、
商
事
代
行
会
社
、
ア
ラ
ブ

　
広
告
会
社
で
あ
る
。

⑳
N
①
貫
緊
簿
評
｝
§
』
琴
き
自
、
㍉
ミ
§
、
電
■
闘
い
ひ
山
U
S

⑭
横
田
貴
之
「
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
ー
の
ジ
ハ
ー
ド
論
」
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
を
指
導
し
た
バ
ン
ナ
ー
が
、
メ
ン
バ
ー
の
信
仰
心
を
い
か
に
し
て
組
…
織
の
た
め
の
行
動
へ

転
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
論
究
し
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
バ
ン
ナ
ー
が
マ
ナ
ー
ル
派
の
思
想
を
踏
ま
え
、
当
時
の
社
会
状
況

に
応
じ
た
実
践
の
た
め
の
思
想
を
新
た
に
構
築
し
、
同
胞
団
を
運
営
す
る
た
め
の
思
想
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ン
ナ
i
思
想
で



ムスリム同胞団創設者ハサン・バンナーの「行動の思想」（横田）

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
基
づ
く
改
革
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

た
め
に
個
人
の
信
仰
が
全
て
の
基
礎
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
を
実
際
の
行
動
に
移
す
必
要
性
が
主
張
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
個
人
か
ら
始

ま
り
、
家
族
、
社
会
、
政
府
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
へ
段
階
的
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
行
動
を
実
践
に
移
す
た
め
の
場
と
し

て
、
同
胞
団
が
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
お
い
て
展
開
し
て
い
た
多
種
多
様
な
活
動
が
提
示
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
段
階
主
義
、
行
動
主
義
、
包

括
主
義
と
い
う
特
徴
で
バ
ン
ナ
ー
思
想
を
説
明
し
た
が
、
そ
れ
は
信
仰
心
を
行
動
へ
転
化
す
る
思
想
、
行
動
を
実
践
さ
せ
る
た
め
の
思
想
で
あ

っ
た
。
二
〇
世
紀
前
半
の
同
胞
団
が
こ
の
よ
う
な
思
想
を
構
築
で
き
た
こ
と
は
、
同
胞
団
が
エ
ジ
プ
ト
最
大
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
に
発
展

す
る
一
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ン
ナ
ー
の
論
考
の
分
析
を
通
じ
て
、
彼
の
思
想
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
バ
ン
ナ
ー
思
想
に
関
す
る
研
究
は
端

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
の
他
の
著
作
や
伝
記
だ
け
で
な
く
、
他
の
同
胞
団
メ
ン
バ
ー
の
著
作
の
分
析
を
通
じ
て
、
創
設
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
同
胞
団
に
お
け
る
バ
ン
ナ
i
思
想
の
適
用
・
実
践
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
様
な
研
究
を
進
め

る
こ
と
で
、
バ
ン
ナ
ー
の
み
な
ら
ず
同
胞
団
に
関
す
る
よ
り
深
い
議
論
が
可
能
と
な
り
、
現
代
中
東
に
お
け
る
重
要
問
題
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム

主
義
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
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pilgrimage　items　（white　gloves　and　socks，　a　bag，　sandals，　sedge　hat　and

wooden　stafD　with　them．　The　wooden　staff　was　said　to　be　a　‘must　have’　item．

The　insistence　on　the　authentic　costume　and　goods　contradicted　the　modern

idea　of　pilgrimage　as　leisure　activity．　IR　addition，　as　the　orgaRisation

esteemed　walking　as　the　authentic　method　of　pilgrimage；　they　attempted　to

discipline　pilgrims’　bodies　perfomatively　through　both　discourse　and　events

such　as　the　parade　and　training．　lt　is　worth　noting　that　the　oldest　guidebook

of　the　pilgrimage，　issued　in　1687，　dld　not　attribute　special　re｝igious　meaning

or　value　to　these　objects　or　to　walking．　The　insistence　of　the　organisation　on

authenticity　is　not　grounded　in　historical　fact．　The　discourse　of　authentic

pilgrimage　by　the　organisation　became　linked　with　governmental　policy

after　the　late　1930s　aRd　during　wartime　to　discipliRe　nations’　bodies　and

daily　life．　Here　too　the　mundane　produced　the　authenticity　of　the　pilgrimage．

The　“Thought　into　Action”　of　Hasan　al－Banna，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　the　Founder　ef　the　Muslim　Brotherhood

by

YOKOTA　Takayuki

　　The　goal　of　this　article　is　to　employ　an　analysis　of　the　thought　of　Hasan　al－

BanRa，　the　founder　of　the　Muslim　Brotherhood，　to　deal　exhaustively　with

how　he　attempted　to　traRsform　the　faith　（z－ma－n）　of　the　members　of　the

Brotherhood　into　action　on　behalf　of　the　organization．　ln　this　article，　1　locate

the　significaRce　of　the　worship　in　the　hearts　of　Muslims，　including　prayers　to

Allah，　as　confirmation　of　faith，　and　examine　the　linl〈　between　the　personal

faith　and　group　actioR　in　the　thought　of　al－BaRna．

　　The　Muslim　Brotherhood　is　known　as　EgypVs　largest　lslamist　movement．

It　was　formed　in　1928　by　al－Banna　with　the　goals　of　reforming　society　on　an

Islamic　basis　and　establishing　an　lslamic　state，　aRd　al－BanRa　served　actively

as　its　first　Supreme　Guide．　The　Brotherhood　grew　quickly　during　the　first

half　of　the　20th　ceRtury．　ln　the　late　1940s　there　were　5eO，OeO　members　and　aR

equal　Rumber　of　supporters　out　of　a　total　population　of　20　million，　making　it

the　nation’s　largest　lslamist　movement　with　approximately　2，000　branches．

　　Al－Bann2　remained　active　as　the　founder　and　Supreme　Guide　of　the
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Brotherhood　until　his　death。　His　thought　became　the　guiding　principles　f6r

the　activ量ties　of　the　organization　at　the　time　and　was　the　theoreticai　support

of　its　rapid　growth．　It　has　been　poiRted　out　that　the　theoretical　importance

of　a1－Bann五is　the　fact　that　his　thought，　which　was　based　on　that　of　the　al一

ル勉πδ7group　of　Islamic　revivalists　who　were　primarily　from　the董ntellectual

elite，　was　constructed　to　put　the　Islamic　reviv．al　4nto．practice　as　an　activist

organization　built　on　the　people’s　interests．　Al－Banna　constructed　his　Islamic

revivalist　thought　to　be　put　into　practice　chlefly　by　ordinary　members　of　the

organization　from　the　Islamic　reviva1量st　thought　that　had　previously　been

the　property　of　the　inte豆lectua正elite，　developi！1g　the　Brotherhood　i就。　an

organization　with　great　power　to　mobilize　its　membership，

　　Given　the　streRgth　of　his　theoretical　influence，　aLBann議　has　been

recogRized　as　an　important　figure　in　present－day　Islamic　political　thought

and　movements．　Likewise，　in　today’s　Muslim　Brotherhood，　al－Banna’s　thought

is　emphasized　as　the　guiding　principle　of　the　organization．　It　can　be　rightly

claimed　that　in　order　to　understand　the　Brotherhood，圭t　is　still　necessary　to

understand　the　thought　of　al－Bann護．　However，　reviewing　the　scholarship，　one

sees　there　have．been　few　s撫dies　concemed　with　al－Bann浸despite　his

importance．　This　artic至e　attempts　an　examination　of　hls　thought量n　order　to

fill　this　gap．　In　this　article，　I　emp正oy　theノ吻●〃z露r々1～α3δ「il　al－lmdimα1－Shahid

Hasan　al一・8α％滋，　a　collection　in　twenty　volumes　of　al－Bann五’s　theoretical

works　as　my　main　source．　The　work　was　compiied　af乞er　his　death　mainly

from　speeches　and　pamphlets　composed　i烈al－Bann巨’s　lifetime　f6r　members

of　the　Brotherhood．　Based　on　these　works，　I　exhausdvely　examine　how　al－

Bann且iinked　the　faith　of　the　meまnbers　to　action　on　behalf　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　の

orgamzatlon．

　　What　has　become　clear　through　these．arguments　ls　that　al－Banna’s　newly

constructed　thought　was　based　on　that　．of　theα1一痂滋7　faction，　that　it　was　to

be　put　into　practice　according　to　contemporary　soc圭al　conditions，　and　that　it

was　intended　f｛）r　the・operation　of　the　Brotherhood，　In　other　words，　in　a1－

Bann互’s　thought，　reform　based　on　Islamic重eachings　was　necessary　f6r　a

solution　to　the　problems　that　faced　the　Islami．c　world．　Then，　to　that　end，

individual　faith　was　to　be　made　the　fbundation　for　everything　and　he　argued

the　necessity　of　prope豆ling　it　into　practical　action．　This　began　with　the

individual　and　progressed　in　stages　to　the　family，　society，　government　and

the　Is圭amic　world．　Then，　the　Muslim　Brotherhood，　as　the　site　to　propel　action

iBto　a　practical　form，　proposed　a　variety　of　activities　to　be　developed　in

contemporary　Egyptian　soclety．　I　have　explained　the　gradualist，　activist　and
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totalizing　beliefs　that　characterize　al－Banna’s　thought，　aRd　this　thought　was

one　to　propel　faith　into　action　and　action　into　practical　effect．　lt　can　surely

be　surmised　that　the　ability　of　the　Muslim　Brotherhood　to　construct　this

thought　in　the　first　half　of　the　20‘h　century　was　a　cause　of　the　development

of　the　Brotherhood　as　the　Egypt’s　largest　lslamist　movement．

The　Prayers　and　Anger　of　Hiroshima：　Focusing　on　the　Movement

　　　　　to　Protect　Atomic－Bomb　Orphans　and　Club　Movements

by

YAMAMOTO　Akihiro

　　This　article　is　an　attempt　to　elucidate　the　process　of　the　fixiRg　of　the

image　of　the　city　of　Hiroshima．　The　Hiroshima　described　in　newspapers　and

magazines　p羅bli曲ed　in　Tokyo　and　the　Hiroshima　recounted　by　the　residents

of　the　city　do　not　necessarily　match．　The　image　of　Hiroshima　differs

according　to　medium　that　is　used　or　who　is　speaking．　Then，　as　a　matter　of

course，　as　the　times　change，　the　image　also　chaRges．　ln　this　article，　I　focus　on

both　the　Hiroshlma　described　in　the　mass　media　outside　of　Hiroshima　and

the　practical　reality　of　the　Hiroshima　described　by　the　residents　within　the

city。　The　period　of　this　research　is　from　the　dropping　of　the　ato面。　bomb

iRto　the　first　half　of　the　1950s．

　　In　the　first　section，　after　summariziRg　the　system　of　censorship　that

regulated　speech　under　the　occupation，　1　examine　descriptions　of　bombed

out　Hiroshima　from　IIlass　media　reports，　comments　of　intellec加als，　and

widely　seen　films．　When　the　mass　media　of　this　period　described　giroshima，

examples　of　“anger”　being　emphasized　are　seldom　seen．　Hlroshima　was

described　as　a　site　of　suffering，　and　there　was　a　tendency　to　describe　those

who　died　as　a　result　of　the　atomic　bombing　as　the　noble　dead　who　brought

about　peace．

　　In　the　second　section，　1　focus　on　the　children　who　were　called　the　atomic－

bomb　orphans，　aRd　while　elucidating　the　actual　circumstances　of　eheir　lives，

1　note　the　attempts　of　governments　and　volunteers　on　behalf　of　the　atomic－

bomb　orphans．　Elements　of　both　“anger”　and　“prayers”　are　absent　from　the

post－war　collections　of　the　writiRgs　of　the　atomic－bomb　orphans．　However，
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